
f
w支
局
、
先

第
六
十
一
巻

天
子
の
好
逮

|
|
漢
代
の
儒
教
的
皇
后
論
|
|

は

じ

め

に

第

一

章

漠

代

の

皇

后

第
一
節
皇
后
位
の
確
立

第
二
節
「
后
」
の
濁
占

第

三

節

祭

紀

と

皇

后

第
二
章
後
漢
経
拳
議
論
と
皇
后

第
一
節
天
子
親
迎
議
論

第
二
節
妾
母
篤
夫
人
議
論
と
這
隼
皇
后

第

三

節

君

子

好

仇

む
す
び
|
|
開
推
と
皇
后
|
|

171 

第

競

保

卒
成
十
四
年
九
月
護
行

科

季

子

-1  



172 

lま

じ

め

開
閥
た
る
唯
鳩
は

河
の
洲
に
在
り

窃
宛
た
る
淑
女
は
、
君
子
の
好
達

(
I
)
 

『詩』

三
百
篇
の
冒
頭
を
飾
る
周
南

・
開
唯
は
、
大
序
に
「
后
妃
の
徳
」
と
あ
り
、
文
王
と
太
似
を
歌
う
も
の
と
も
さ
れ
て
き
た
。
詩
序
に

(
2
)
 

つ
い
て
は
議
論
が
多
い
が
、
『
史
記
」
巻
四
九
外
戚
世
家
が
、

故
に
易
は
乾
坤
に
基
づ
き
、
詩
は
開
唯
に
始
ま
り
、
書
は
麓
降
を
美
し
、
春
秋
は
親
迎
せ
ざ
る
を
議
る
。
夫
婦
の
際
は
、
人
遁
の
大
倫
な

り
0

・
:
甚
だ
し
き
か
な
、
妃
匹
の
愛
、
君

之
を
臣
に
得
る
能
わ
ず
、
父

之
を
子
に
得
る
能
わ
ず
、
況
や
卑
下
に
を
や
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
開
唯
を
后
妃
の
歌
と
す
る
解
稽
は
、
前
漢
の
中
期
に
は
す
で
に
定
着
し
て
い
た
。
前
漢
以
来
、
皇
后
を
は
じ
め
と
す
る
後

(
3
)
 

宮
妃
踏
に
閲
す
る
上
奏
文
な
ど
に
、
常
に
閥
唯
が
引
か
れ
て
き
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

漢
代
に
盛
行
し
た
魯

・
費
・
韓
の
今
文
三
家
詩
は
滅
ん
だ
と
は
い
え
、

『毛
傍
」
は
現
存
す
る
経
書
の
注
稗
の
中
で
も
最
古
に
属
し
、
後
漢

-2-

末
鄭
玄
の

『毛
詩
鄭
筆
』
(
以
後

『削州議
』)
と
と
も
に
、
漢
代
の

『詩
』
解
穫
を
現
代
に
停
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
唯
の
二
つ

の
注
稗

は、

「
鄭
謹
』

は

『
毛
停
』
を
敷
術
し
て
い
る
は
ず
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
な
り
食
い
違
っ

て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
清
儒
に
よ
っ
て
く
り
返

し
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
開
惟
の
「
窓
宛
淑
女
、
君
子
好
逮
」
の
二
句
に
つ
い
て
は
、

①
『
毛
停
』
は
詩
中
の
淑
女
を
后
妃
自
身
と

し、

『鄭
筆
』
は
后
妃
と
淑
女
を
別
人
と
す
る
、
②
「
好
逮
」
を
、

『
毛
侍
」
は
「
好
匹
(
よ
い
連
れ
合
い
こ
と
謹
む
が
、
『
鄭
筆
』
は
「
逮
」

を
「
仇
」
と
し
、
「
君
子
の
矯
に
衆
妾
を
和
好
す
る
(
仇
を
好
す
こ
と
讃
む
、
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
遣
い
が
存
在
す
る
。
結
果
と
し
て
、
こ

の
二
句
の
解
絡
は
、

『毛
侍
』
で
は
、
「
后
妃
で
あ
る
淑
女
は
君
子
の
よ
い
連
れ
合
い
で
あ
る
」
と
単
純
な
も
の
だ
が
、

『鄭
謹
』
で
は
、
「
后
妃

が
夫
の
君
子
の
た
め
に
進
め
た
淑
女
が
、
他
の
怨
ん
で
い
る
衆
妾
た
ち
を
も
感
化
し
た
。
す
べ
て
后
妃
の
徳
に
よ
る
の
で
あ
る
。
」
と
い
う、

複
雑
な
解
調
停
と
な
る
。
鄭
玄
が

『毛
停
』
に
逆
ら
っ
て
、
敢
え
て
こ
の
よ
う
な
無
理
な
解
穫
を
採
っ
た
理
由
に
は
、
後
漢
時
代
の
皇
后
論
が
何



ら
か
の
影
を
落
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

漢
代
の
皇
后
に
閲
す
る
研
究
は
、
意
外
な
ほ
ど
数
が
少
な
く
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
が
皇
太
后
や
外
戚
に
議
論
の
重
心
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
そ

の
な
か
で
も
谷
口
や
す
よ
氏
と
渡
遺
義
浩
氏
の
研
究
が
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
漢
代
、
皇
后
は
皇
帝
と
と
も
に
宗
廟

を
奉
じ
、
天
下
の
母
と
し
て
君
臨
す
る
存
在
と
さ
れ
る
。
皇
后
権
は
皇
帝
の
「
嫡
妻
」
で
あ
る
と
こ
ろ
に
淵
源
し
、
し
ば
し
ば
「
嫡
妻
権
」
と

も
稽
さ
れ
る
が
、
後
漢
時
代
に
は
皇
后
珊
立
に
際
し
て
、
「
皇
后
の
等
、
帝
と
龍
を
斉
し
く
す
」
(
『
績
漢
書
』
趨
儀
志
劉
昭
注
引
察
質
「
立
皇
后

儀
」
)
と
い
う
詔
が
瑳
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
皇
后
は
皇
帝
と
一
瞳
な
存
在
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
皇
后
の
出
自
・
選
出
方
法
に
つ
い

(

6

)

(

7

)

 

て
は
、
藤
川
正
数
氏
の
研
究
が
、
後
宮
后
妃
の
制
度
に
閲
し
て
は
鎌
田
重
雄
氏
ほ
か
の
研
究
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
嫡
妻
と
し
て
の
皇
后
を
自

明
の
前
提
と
す
る
。
し
か
し
、
『
史
記
』
は
統
一
秦
に
お
け
る
「
皇
后
」
は
も
ち
ろ
ん
、
後
宮
制
度
に
つ
い
て
す
ら
言
及
せ
ず
、
皇
后
が
統
一

秦
に
存
在
し
た
と
す
る
記
述
は
、
賓
は
、

(
『
漢
書
」
巻
九
七
上
外
戚
俸
上
)

- 3一

漢
の
興
る
や
、
秦
の
稀
競
に
因
り
、
帝
母
は
皇
太
后
を
稽
し
、
祖
母
は
太
皇
太
后
を
稽
し
、
遁
は
皇
后
を
稽
し
、
妾
は
皆
な
夫
人
を
稽
す
。

と
い
う
、
後
漢
初
期
の
『
漢
書
』
外
戚
停
の
「
秦
の
稽
競
に
因
り
」
だ
け
な
の
で
あ
る
。

始
皇
帝
に
皇
后
が
い
た
の
か
ど
う
か
、
今
と
な
っ
て
は
検
詮
の
し
ょ
う
も
な
い
こ
と
だ
が
、
始
皇
帝
が
「
皇
帝
」
競
を
制
定
し
た
そ
の
始
め

よ
り
、
皇
帝
の
一
躍
な
る
妻
と
し
て
の
「
皇
后
」
が
設
定
さ
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
皇
后
が
皇
帝
の
嫡
妻
と
し
て
、
濁
自
の
権
威
を
獲
得
す

る
の
が
い
つ
か
ら
な
の
か
は
、
統
一
秦
の
史
料
か
ら
「
皇
后
」
も
「
皇
太
后
」
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
聞
い
直
す
べ
き
問
題
と

思
わ
れ
る
。

わ
ず
か
な
が
ら
こ
の
問
題
に
鰯
れ
て
い
る
の
は
谷
口
や
す
よ
氏
で
あ
る
。
氏
は
、
『
儀
曜
』
『
嘩
記
』
に
夫
婦
一
曜
の
思
想
が
見
え
、
思
想
の

(
8
)
 

成
立
は
書
の
成
立
に
先
立
つ
が
故
に
、
漢
初
に
は
す
で
に
皇
后
と
皇
帝
を
一
髄
覗
す
る
思
想
が
成
立
し
て
い
た
と
す
る
。
し
か
し
、
氏
が
奉
げ

(
9
)
 

た
呂
后
の
事
例
は
、
劉
邦
の
糟
糠
の
妻
で
あ
る
呂
后
の
特
殊
な
地
位
・
個
性
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
上
に
、
本
来
天
子
の
瞳
に
つ
い
て
述
べ
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る
も
の
で
は
な
い

『儀
礎
』
を
そ
の
ま
ま
皇
帝
夫
妻
に
援
用
す
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
ま
た
前
漢
の
皇
后
が
『
櫨
記
』
に
見
え
る
「
天
子
の

后
」
に
比
さ
る
る
べ
き
、
皇
帝
と
の
釘
偶
性
を
す
で
に
獲
得
し
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
も
、
充
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

「天
子
と
后
と
は
、
猫
お
日
と
月
と
、
陰
と
陽
と
の
ご
と
く
、
相
い
須
ち
て
後
成
る
者
な
り
。
」
(『穫
記
』
昏
義
)
と
、
天
子
と
后
が
太
陽
と

月
と
に
警
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
儒
教
の
世
界
観
の
中
で
、
后
は
天
子
の
針
偶
と
し
て
、
世
界
の
陰
陽
調
和
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
り
、
そ
の
意

味
で
皇
帝
観
と
表
裏

一
罷
の
関
係
に
あ
る
。
本
稿
の
課
題
は
、
こ
れ
ま
で
「
外
戚
政
権
」
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
で
し
か
と
ら
え
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
漠
代
の
皇
后
を
、
経
撃
上
の
議
論
と
リ
ン
ク
し
た
、
儒
数
的
な
皇
后
観
の
壁
遷
と
い
う
覗
黙
で
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
ず
第

一
章
に

お
い
て
、
皇
帝
の
一
穏
な
る
妻
、
封
偶
的
存
在
と
し
て
の
皇
后
観
念
の
形
成
の
過
程
を
追
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
『
曜
記
』
に
現
れ
る
儒
数

的
な
「
天
子
の
后
」
と
し
て
の
皇
后
像
が
、
漢
代
の
ど
の
時
賄
で
確
立
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
皇
后
と
経
由
学
上
の
「
天
子
の

后
」
の
問
題
に
立
ち
入
る
前
に
、
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
績
き
で
あ
る
。

っ
，つ
い
て
第
二
章
に
お
い
て
、

『五
経
異
義
』
等
に
見
え
る
天
子
親
迎
に
閲
す
る
議
論
を
手
が
か
り
と
し
て
、
経
内
晶
子
上
の
「
后
」
議
論
と
現

- 4 

賓
の
漢
王
朝
の
皇
后
観
と
の
開
わ
り
を
考
察
す
る
。
こ
の
議
論
を
通
し
て
、
「
天
子
の
后
」
と
し
て
の
皇
后
の
複
雑
な
立
場
に
、
我
々
は
気
づ

か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第

一
章

漢

代

の

皇

后

第

一
節

皇
后
位
の
確
立

「
后
」
と
い
う
文
字
は
本
来
は

「君
」
の
意
で
あ
り
、
天
子
の
妃
の
意
味
で

「后
」
が
使
用
さ
れ
る
の
は

『春
秋
』
が
最
初
で
あ
る
と
は
、

早
く
に
顧
炎
武
が
考
請
し
て
い
る
机
一
統

一
秦
の
皇
帝
の
委
と
し
て
皇
后
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
、

「
は
じ
め
に
」
で
遮
べ
た
よ
う
に
、
史

料
に
徴
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
史
料
上
で
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
漢
高
祖
の
呂
皇
后
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
史
記
』
は
高
租
自
皇
后
と
少



帝
目
皇
后
の
二
人
を
一
度
も
「
皇
后
」
と
は
書
か
ず
、
「
帝
后
」
と
か
「
正
后
」
と
か
記
す
の
み
で
あ
る
。

つ
ま
り

『史
記
』
が
「
皇
后
」
と
書
く
の
は
恵
帝
張
皇
后
が
最
初
と
な
る
。
彼
女
は
巴
氏
詠
滅
の
後
、
文
帝
の
後
元
元
(
前

二
ハ
三
)
年
ま

で
生
き
て
、
死
後
安
陵
に
合
葬
さ
れ
た
。
『
史
記
』
は
張
皇
后
を
常
に

「孝
恵
皇
后
」
と
呼
ん
で
お
り
、
文
帝
時
代
に
贈
ら
れ
た
誼
競
の
可
能

性
も
あ
り
、
恵
帝
在
位
中
に
、
張
氏
が
「
皇
后
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
誼
擦
に
は
な
ら
な
い
。
文
帝
の
即
位
直
後
に
皇
后
貧
氏
が
立
て
ら
れ
る
以

(ロ
)

前
か
ら
、
皇
帝
の
妻
が
「
皇
后
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
検
誼
す
る
す
べ
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
の
で
あ
る
。
「
皇
后
」
が
確
賓
に

存
在
し
た
文
帝
期
に
し
て
も
、
『
漢
書
」
巻
四
九
蓑
壷
俸
に
は
、

上
、
上
林
に
幸
し
、
皇
后
、
慎
夫
人
従
う
。
其
の
禁
中
に
在
る
や
、
常
に
坐
を
同
じ
く
す
。

と
あ
り
、
衰
壷
が
慢
夫
人
の
坐
を
下
げ
る
と
文
帝
は
怒
っ
た
と
い
う
か
ら
、
宮
中
の
席
次
に
お
い
て
皇
后
と
他
の
妻
妾
の
聞
に
、
巌
然
と
し
た

格
差
は
ま
だ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

の
二
后
だ
け
で
あ
る
。

一
方
、
『
漢
書
』
本
紀
は
景
帝
薄
皇
后
と
武
帝
陳
皇
后
以
外
は
、
全
て
の
皇
后
の
立
后
を
記
載
す
る
。
要
す
る
に
、
『
漢

-5-

『史
記
』
は
皇
后
に
釣
す
る
記
述
が
あ
ま
り
熱
心
で
は
な
く
、

『史
記
』
本
紀
に
立
后
が
記
録
さ
れ
る
の
は
、
文
帝
賓
皇
后
と
景
帝
王
皇
后

書
」
は
高
祖
巨
皇
后
と
恵
帝
張
皇
后
の
立
后
記
事
は
補
い
な
が
ら
、
景
帝
薄
皇
后
と
武
帝
陳
皇
后
の
立
后
記
事
は
補
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
二
后
の
駿
后
だ
け
を
記
し
て
お
り
、

い
か
に
も
不
自
然
で
あ
る
。
班
固
の
ミ
ス
が
二
度
重
な
る
と
も
思
え
ず
、
こ
の
二
后
の
立
后

日
時
が
、
す
で
に
班
固
の
時
代
に
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
、ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
二
后
は
ど
ち
ら
も
、
も
と
も
と
皇
太
子
妃
、

つ
ま
り
皇
太
子
時
代
の
正
妻
か
ら
皇
后
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
た
だ
二
例
だ
け
、

「
史
記
』
本
紀
に
立
后
記
事
が
あ
る
文
帝
賓
皇
后
と
景
帝
王
皇
后
の
場
合
は
、
皇
后
を
立
て
る
時
黙
で
は
正
妻
不
在
で
あ
り
、
側
妾
か
ら
立
て

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
漢
初
よ
り
武
帝
期
前
半
ま
で
、
皇
太
子
妃
は
夫
で
あ
る
皇
太
子
の
皇
帝
即
位
と
同
時
に
皇
后
に
昇
格
し
、
大
げ
さ
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な
立
后
儀
躍
を
特
に
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
俵
に
皇
太
子
妃
か
ら
皇
后
へ
の
昇
格
儀
穫
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

(
日
)

わ
ざ
わ
ざ
記
録
に
残
す
ほ
ど
の
大
事
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
確
賓
で
あ
る
。
漢
初
に
は

「
皇
后
」
濁
自
の
権
威
は
、
ま
だ
十
分
に
意
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識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

後
宮
制
度
は
武
帝
期
の
後
宇
に
整
備
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
時
期
を
境
に
皇
后
の
地
位
は
大
き
く
饗
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

昭
帝
以
下
の
皇
后
は
す
べ
て
『
漢
書
』
本
紀
に
立
后
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
、
っ
ち
宣
帝
許
皇
后
、
元
帝
王
皇
后
、
成
帝
許
皇
后
、
哀
帝
博
皇
后

は
即
位
以
前
の
正
妻
で
あ
り
な
が
ら
、

み
な
改
め
て
立
后
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
元
帝
の
即
位
に
よ
っ
て
皇
太
子
妃
か
ら
億
仔
と
な

り、

一一一
日
後
に
立
后
さ
れ
た
元
帝
王
皇
后
の
事
例
で
あ
る
。

後
三
年
、
官
石
市
崩
じ
、
太
子
位
に
即
く
、
是
れ
孝
元
帝
た
り
。
太
孫
を
立
て
て
太
子
と
篤
し
、
母
王
妃
を
以
て
捷
好
と
矯
し
、
父
禁
を
封

じ
て
陽
平
侯
と
属
す
。
後
三
日
に
し
て
、
捷
好
立
ち
て
皇
后
と
矯
る
。
(
『
漢
書
」
巻
九
八
元
后
傍
)

同
様
に
皇
太
子
妃
で
あ
っ
た
成
帝
許
皇
后
や
哀
帝
停
皇
后
の
場
合
は
、
妃
か
ら
直
接
に
立
后
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
優
仔
を
経
な
け
れ
ば
皇
后

に
な
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
元
帝
王
皇
后
が
わ
ず
か
三
日
間
で
も
健
仔
と
さ
れ
た
の
は
、
王
氏
所
生

6 

の
男
子
が
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
た
た
め
、
新
た
な
皇
太
子
の
母
を
、
た
と
え
一
一
一
日
間
で
も
皇
太
子
妃
の
ま
ま
止
め
措
く
の
は
問
題
だ
と
し
て
、

ひ
と
ま
ず
徒
仔
の
競
を
輿
え
た
と
の
推
測
が
可
能
と
な
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
事
例
に
よ
り
、
前
漢
後
中
十
期
に
な
る
と
、
新
皇
帝
の
即
位
に
と
も

な
い
、
皇
太
子
妃
が
同
時
に
皇
后
へ
昇
格
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
宣
帝
の
民
間
時
代
の
妻
で
あ
っ
た
許
皇
后
も
、

い
っ
た
ん
健
仔
と
な
っ
て
か
ら
皇
后
に
立
て
ら
れ
た
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
て
も
、
こ
の
時
期
に
は
、
皇
后
と
な
る
に
は
立
后
儀
曜
を
必
要
と
し

た
こ
と
、

つ
ま
り
濁
自
の
「
皇
后
」
権
威
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

武
帝
期
後
半
に
制
定
さ
れ
た
、
健
仔
以
下
十
三
等
(
元
帝
は
健
仔
の
上
に
昭
儀
を
置
き
、
十
四
等
)
の
後
宮
妻
妾
の
位
階
は
、
そ
れ
ぞ
れ
丞
相
・

諸
侯
王
以
下
の
間
位
に
比
-胡
さ
れ
た
。

武
帝
に
至
り
健
仔
、
姪
蛾
、
俗
華
、
充
依
を
制
し
、
各
お
の
爵
位
有
り
、
而
し
て
元
帝
昭
儀
の
競
を
加
え
、
凡
そ
十
四
等
と
云
う
。
昭
儀

位
は
丞
相
に
-
耐
え
、
同
町
は
諸
侯
王
に
比
す
。
使
仔
は
上
卿
に
覗
え
、
列
侯
に
比
す
。
姪
蛾
は
中
二
千
石
に
調
え
、
闘
内
侯
に
比
す
。
俗
華

は
員
二
千
石
、
大
上
造
に
比
す
。
:
:
:
(
以
下
略
)
:
:
:
(
『漢
書
』
外
戚
停
)



鎌
田
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
後
宮
妻
妾
の
競
位
は
男
子
官
僚
の
爵
制
に
相
摩
す
る
構
成
を
持
ち
、
官
僚
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
に
相
謝
す
る
、
後
宮

(

刊

日

)

の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
成
し
て
い
た
。
し
か
し
、
皇
后
は
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
内
に
は
位
置
し
な
い
。
皇
帝
が
丞
相
以
下
の
官
僚
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
内
で

は
な
く
、
そ
の
上
に
立
つ
の
と
同
様
に
、
皇
后
は
優
仔
(
元
帝
以
後
は
昭
儀
)
以
下
の
後
宮
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
の
上
に
立
つ
存
在
と
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。『漢
書
』
外
戚
俸
の
記
述
は
元
帝
期
に
創
設
さ
れ
た

「昭
儀
」
競
を
含
ん
で
お
り
、
武
帝
期
か
ら
す
で
に
男
子
官
僚
の
爵
に
相
醸
し
て
い
た

か
ど
う
か
は
疑
わ
し
く
、
元
帝
期
以
降
か
あ
る
い
は
も
う
少
し
降
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
、

「皇
后
」
権
威
は
、
武
帝
期
以
降
、
明
確

に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
皇
帝
と
柑
釘
す
る
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節

「
后
」

の
濁
占

前
漢
末
に
肥
大
化
し
た
後
宮
制
度
は
、
後
漢
再
興
の
後
、
光
武
帝
に
よ
っ
て
皇
后

・
貴
人
と
美
人
、
宮
人
、
采
女
の
三
等
の
み
と
簡
略
化
さ

れ
る
。
後
漢
の
皇
后
は
、
家
柄
が
重
覗
さ
れ
、
多
く
貴
人
よ
り
立
て
ら
れ
、
夫
の
誼
に
従

っ
た
前
漢
の
皇
后
と
異
な
り
、
自
ら
誼
競
を
有
す
る

-7-

な
ど
、
皇
后
の
地
位
は
い
っ
そ
う
権
威
化
さ
れ
、
形
式
的
に
も
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
後
宮
内
部
の
序
列
に
と
ど
ま
ら

ず
、
後
宮
外
に
も
及
び
、
前
漢
期
に
は

「王
后
」
で
あ
っ
た
諸
侯
王
の
嫡
妻
の
競
が
、
後
漢
で
は
「
王
妃
」

へ
と
格
下
げ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る

『
績
漢
書
』
百
官
志
「
皇
子
封
王
」
僚
の
劉
昭
注
引
胡
慶
『
漢
官
解
詰
』
は
、

後
漢
、
妾
数
限
制
無
く
、
乃
ち
正
適
を
制
設
し
て
妃
と
日
い
、
小
夫
人
を
取
る
こ
と
四
十
人
を
過
ぎ
る
を
得
ざ
ら
し
む
。

(
初
)

と
、
後
漢
の
諸
侯
王
の
嫡
妻
は

「妃
」
で
あ
る
と
述
べ
、
ま
た
賓
際
に
安
帝
の
父
清
河
孝
王
の
嫡
妻
は

「妃
」
で
あ
り
、
質
帝
の
生
母
陳
夫
人

は

「激
海
孝
王
妃
」
を
贈
ら
れ
、
廃
帝
弘
農
王
の
唐
姫
は

「弘
農
王
妃
」
を
拝
汗
す
る
な
ど
、

『
後
漢
書
』

に
見
え
る
諸
侯
王
妻
の
最
高
位
は
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「
王
妃
」
で
あ
る
。
『
績
漢
書
』
輿
服
志
に
も

「大
貴
人
、
貴
人
、
公
主
、
王
妃
、
封
君
は
油
董
の
耕
車
」
と
王
妃
が
見
え
、
同
書
百
官
志
小
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黄
門
の
僚
に
は
「
諸
公
主
及
び
王
太
妃
等
の
疾
苦
有
ら
ば
、
則
ち
使
い
し
て
之
を
問
う
」
と
あ
り
、
諸
侯
王
の
母
は
「
王
太
妃
」
と
呼
ば
れ
て

(
幻
)

い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
嘘
記
』
曲
瞳
下
に
、

天
子
の
妃
を
后
と
日
い
、
諸
侯
は
夫
人
と
日
い
、
大
夫
は
嬬
人
と
日
い
、
士
は
婦
人
と
日
い
、
庶
人
は
妻
と
日
う
。

と
、
「
后
」
は
天
子
の
妃
に
限
定
さ
れ
、

『白
虎
通
』
も
ま
た
、

天
子
の
妃
は
之
を
后
と
謂
う
は
何
ぞ
。
后
と
は
、
君
な
り
。
天
子
の
妃
は
至
第
、
故
に
后
と
調
、
つ
な
り
。
至
箪
に
配
さ
れ
、
海
内
の
小
君

矯
る
を
明
ら
か
に
し
、
天
下
之
を
愈
ぶ
。
故
に
王
に
繋
け
て
之
を
言
い
、
王
后
と
日
う
な
り
。
(
嫁
安
篇
)

と
述
べ
る
よ
う
、
儒
数
穫
説
の
浸
透
に
伴
い
、
「
后
」
は
皇
后
一
人
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
諸
侯
王
の
妻
が
王
后
を
稽
す
る
の
は
借
稽
と

の
認
識
が
生
じ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

「
后
」
が
権
威
化
し
て
い
く
傾
向
は
、
前
漢
末
に
す
で
に
現
れ
て
い
る
。
景
帝
王
皇
后
の
立
后
記
事
は
、

勝
東
王
太
后
を
立
て
て
皇
后
と
矯
す
。
(
『
史
記
』
孝
景
本
紀
、
景
帝
七
年
)

-8-

と
あ
り
、
景
帝
在
世
中
で
、
ま
た
修
東
王
徹
(
後
の
武
帝
)
は
幼
少
の
た
め
ま
だ
就
藩
せ
ず
、
母
子
と
も
ど
も
宮
中
に
居
住
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、

そ
の
母
は
「
穆
東
王
太
后
」
と
檎
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
元
帝
は
子
の
あ
る
俵
仔
を
殊
遇
す
る
た
め
に
、
新
た
に

「
昭
儀
」
披
を
制
定
し
た
の
で
あ
り
、
元
帝
期
に
は
所
生
の
皇
子
が
諸
侯
王
に
封
ぜ
ら
れ
で
も
、
夫
で
あ
る
皇
帝
在
世
中
は
太
后
を
稀
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

元
高
m

既
に
傍
佳
仔
を
重
ん
じ
、
及
び
混
同
僚
仔
も
亦
た
幸
せ
ら
れ
、
中
山
孝
王
を
生
む
。
上

之
を
後
宮
に
殊
せ
ん
と
欲
す
る
も
、

二
人

は
皆
な
子
有
り
て
王
と
矯
る
も
、
上

尚
お
在
ま
す
を
以
て
、
未
だ
太
后
と
稿
す
を
得
ざ
れ
ば
、
乃
ち
競
を
更
め
て
昭
儀
と
日
い
、
賜
う

に
印
綬
を
以
て
し
、
使
仔
の
上
に
在
ら
し
む
。
其
の
儀
を
昭
ら
か
に
し
、
之
を
隼
ぶ
な
り
。
成

・
哀
の
時
に
至
り
て
、
超
昭
儀

・
董
昭
儀

皆
な
子
無
き
も
、
猫
お
駕
を
稿
す
。
(
『漢
書
』
外
戚
即
時
)

つ
ま
り
、
宮
中
に
お
け
る
「
后
」
は
原
則
と
し
て
皇
后
と
皇
太
后

・
太
皇
太
后
の
み
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
元
帝
博
昭
儀
は



孫
の
哀
帝
が
即
位
し
て
も
「
定
陶
太
后
」
(
定
陶
王
の
母
太
后
)
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
反
設
し
、
哀
帝
よ
り

「皇
太
太
后
」
の
隼
競
を
得
た
が
、

(
ね
)

哀
帝
の
死
後
は
王
葬
に
よ
っ
て
象
競
は
剥
奪
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
の
後
、
皇
太
后
の
稀
競
は
先
帝
皇
后
に
よ
っ
て
濁
占
さ
れ
、
皇
帝
の
生
母
に

針
す
る
先
帝
皇
后
権
威
の
優
越
が
決
定
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

谷
口
や
す
よ
氏
が
皇
太
后
は
先
帝
の
皇
后
の
地
位
に
附
帯
す
る
副
次
的
な
競
で
あ
る
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
前
漢
宣
帝
以
後
、
本
来
は
皇
帝

の
母
の
稽
競
で
あ
る
「
皇
太
后
」
競
を
先
帝
皇
后
が
稽
す
る
の
が
慣
例
化
し
、
後
漢
の
正
競
皇
太
后
は
全
て
先
帝
皇
后
で
あ
る
。
後
漢
の
皇
帝

生
母
は
皇
太
后
で
は
な
く
、
皇
后
を
追
骨
与
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
永
元
九

(九
七
)
年
の
和
帝
に
よ
る
生
母
梁
貴
人
の
「
恭
懐
皇
后
」
追
隼
は
、

甲
子
、
皇
批
梁
貴
人
を
逼
隼
し
て
皇
太
后
と
篤
す
。
各
十
月
乙
酉
、
恭
懐
梁
皇
后
を
西
陵
に
改
葬
す
。
(『後
漢
書
』
和
帝
紀
)

甲
子
、
改
め
て
梁
貴
人
を
承
光
宮
に
殖
し
、
追
隼
し
て
皇
太
后
と
矯
し
、
誼
は
恭
懐
と
日
い
、
西
陵
に
葬
る
。
(
『後
漢
紀
』
巻
一
四
和
帝

紀
)

- 9 

と
あ
り
、
ま
た
霊
帝
の
生
母
「
孝
仁
皇
后
」
董
氏
が
、
生
前
「
董
太
后
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
事
例
か
ら
見
て
も
、
後
漢
の
「

O
O皇
后
」
追
等

は
、
賓
は
皇
太
后
追
隼
と
同
じ
こ
と
と
言
い
う
る
。
王
葬
に
よ

っ
て
後
に
剥
奪
さ
れ
た
と
は
言
え
、
「
皇
太
太
后
」
を
得
た
博
昭
儀
は
、
死
後

い
っ
た
ん

「孝
元
偉
皇
后
」
と
し
て
元
帝
の
清
陵
に
合
葬
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
前
漢
末
以
降
、
皇
后
と
皇
太
后
が
表
裏
一
瞳
の
も
の
と
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
後
漢
で
は
諸
侯
王
の
嫡
妻
が
「
王
妃
」
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

「后
」
と
言
え
ば
則
ち

「皇
后
」
を
指

(
幻
)

し
た
の
で
あ
る
。

後
漢
初
期
に
否
定
さ
れ
た
「
王
后
」
の
競
は
、
建
安
二
四

(一二

九
)
年
、
貌
王
曹
操
の
夫
人
下
氏
が
王
后
と
さ
れ
て
復
活
し
、

耳目
に
よ
る

貌
の
宴
奪
直
前
で
あ
る
成
照
一
一
(
二
六
五
)
年
に
は
、

又
た
菅
王
に
命
じ
て
莞
は
十
有
二
旗
、
天
子
の
娃
旗
を
建
て
、
出
る
に
は
警
し
入
り
て
は
揮
し
、
金
根
車
・
六
馬
に
乗
り
、

五
時
副
車
を

備
え
、
旋
頭
雲
竿
を
置
き
、
集
は
八
備
を
舞
い
、
鏡
虞
宮
牒
を
設
け
し
む
。
王
妃
を
進
め
て
王
后
と
矯
し
、
世
子
を
太
子
と
矯
し、

王
子
、

179 

王
女
、
王
孫
は
爵
命
の
競
奮
儀
の
如
か
ら
し
む
。
(『三
園
志
』
巻
四
「
貌
書
」

三
少
帝
紀
)
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と
、
耳
目
玉
妃
を
王
后
に
格
上
げ
す
る
庭
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
耳目
玉
を
天
子
と
同
格
に
す
る
庭
置
で
あ
り
、
「
后
」

そ
れ
白
樫
が
天
子
の
嫡
妻
の
橋
と
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
漢
の
皇
后
は
、
後
漢
初
期
に
「
后
」
が
皇
后
に
濁
占
さ

-
二
土
寸
ト心
問、、

j
f
H
E川て

よ
う
や
く
天
子
の
嫡
妻
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
節

祭

杷

と

皇

后

以
上
の
よ
う
に
漢
代
の
皇
后
は
、
前
漢
武
帝
期
後
半
の
後
宮
制
度
の
改
革
を
契
機
と
し
、
し
だ
い
に
皇
帝
嫡
妻
と
し
て
の
濁
自
の
権
威
を
意

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
後
漢
初
期
に
「
后
」
を
郷
占
す
る
こ
と
に
よ
り
、

『瞳
記
」
の
「
天
子
の
后
」
に
比
さ
る
る
地
位
を
獲
得
す
る
に
い

た
る
。
武
帝
期
以
降
は
、
ま
さ
に
前
漢
の
諸
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
く
時
期
で
あ
り
、
漠
王
朝
の
皇
帝
支
配
の
枠
組
み
の
中
で
、
皇
后
は
皇
帝

に
釘
置
さ
れ
る
存
在
と
し
て
重
要
性
を
増
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
前
漢
成
帝
の
時
、
丞
相
の
匡
衡
は
、

臣
又
之
を
師
よ
り
聞
く
に
、

日
く
「
妃
匹
の
際
は
、
生
民
の
始
め
、
高
一
帽
の
原
な
り
」
と
。
婚
姻
の
礎
正
さ
れ
、
然
る
後
に
品
物
運
り
て
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天
命
全
し
。
孔
子

詩
を
論
ず
る
に
関
唯
を
以
て
始
め
と
負
し
、
言
え
ら
く
、
太
上
な
る
者
は
民
の
父
母
な
り
と
。
后
夫
人
の
行
い
天
地

に
体
し
か
ら
、ざ
れ
ば
、
則
ち
以
て
神
霊
の
統
を
奉
じ
て
蔦
物
の
宜
し
き
を
理
む
無
し
。
故
に
詩
に
日
く
、
「
窓
宛
た
る
淑
女
は
、
君
子
の

好
仇
」
と
。
言
、
っ
こ
こ
ろ
は
能
く
其
の
貞
淑
を
致
し
、
其
の
操
を
試
せ
ず
、
情
欲
の
感

容
儀
に
介
す
る
無
く
、
宴
私
の
意

市川川
品川丑
d

吊
」

ソ
ソ
y

t

車
工
£
円

e
h
羽
川

わ
れ
ず
、
夫
れ
然
る
後
以
て
至
隼
に
配
し
て
宗
廟
の
主
と
鴬
す
べ
し
。
此
れ
綱
紀
の
首
、

王
数
の
端
な
り
。
上
世
己
来
よ
り
、
三
代
の
興

陵
、
未
だ
此
に
由
ら
ざ
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
(
『漢
書
』
巻
八

一
匡
衡
傍
)

と
、
皇
帝
と
皇
后
の
夫
婦
が
陰
陽
を
調
和
し
、
寓
物
の
源
と
な
る
と
遮
べ
て
い
る
。
前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
皇
后
権
威
は
武
帝
期
後
半
以

後
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
こ
の
動
き
は
、
武
帝
元
鼎
四

(前

一
一一一一)
年
に
天
の
祭
杷
に
割
膝
し
て
地
の
后
土
一
刷
の
祭
記
を
創
始
す
る
な
ど

(
お
)

の
、
陰
陽
二
元
論
的
な
郊
杷
制
度
の
形
成
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
い
る
。

其
の
明
年

(元
鼎
問
年
)
冬、

天
子
薙
に
郊
す
。
議
し
て
日
く
、
「
今
、
上
帝
は
朕
親
ら
郊
す
も
、
而
れ
ど
も
后
土
は
記
る
こ
と
無
け
れ
ば
、



則
ち
躍
と
し
て
答
え
ざ
る
な
り
」
と
。
(
『史
記
』
封
鵡
書
)

こ
こ
に
は
天
だ
け
で
な
く
地
も
祭
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
陰
陽
二
元
論
的
な
祭
把
観
と
、
天

「帝
」
に
釘
す
る

「后
」
土
と
い
う

針
感
性
が
見
て
と
れ
よ
う
。
そ
の
後
、
成
帝
初
め
に
甘
泉
の
泰
時
、
沿
陰
の
后
土
嗣
を
罷
め
、

天
を
南
郊
に
祭
る
は
、
陽
の
義
に
就
く
な
り
c

地
を
北
郊
に
窪
す
は
、
陰
の
象
に
即
く
な
り
。(『
漢
書
』
郊
杷
志
下
)

と
、
陰
陽
観
念
に
基
づ
い
た
南
北
郊
把
が
主
張
さ
れ
る
が
、
そ
の
主
唱
者
と
は
上
述
の
皇
后
論
を
展
開
し
た
丞
相
匡
衡
で
あ
っ
た
。

〈
却
)

つ
と
に
小
島
毅
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
北
郊
に
お
け
る
地
の
祭
記
と
は
賓
は
経
書
に
は
な
く
、
匡
衡
の
上
奏
に
は
じ
め
て
見
え
る
。
こ
の

こ
と
は
、
前
漢
後
半
期
以
降
の
皇
后
観
と
、
陰
陽
二
元
的
な
祭
記
観
と
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
を
示
し
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
皇
帝

の
繕
嗣
不
在
を
理
由
に
、
郊
杷
制
度
が
嬰
遷
を
繰
り
返
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
卒
帝
元
始
五
(
後
五
)
年
、

しヨ

わ
ゆ
る

一一一、
史豆
アT<

地
配
后
」 ibょ
が)う
はや
じく
め南
て北
行郊
わ杷

-11一

に
決
着
す
る
が
、
さ
ら
に
は
こ
の
時
、
天
を
祭
る
に
高
祖
を
配
し
、
地
に
は
日
皇
后
を
配
す
る
、

れ
た
。天

地
の
合
祭
に
、
先
祖
は
天
に
配
し
、
先
批
は
墜
に
配
す
る
は
、
其
の
誼
は
一
な
れ
ば
な
り
。
天
墜
精
を
合
し
、
夫
婦
は
判
合
す
。
天
を

一
瞳
の
誼
な
り
。
(
『
漢
書
』
郊
杷
志
下
)

(
出
)

『
儀
嘩
』
喪
服
の

「夫
妻
一
躍
」
「
夫
妻
判
合
」
の
語
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
高
租
と
呂
皇
后
の
夫
婦
と
し
て
の

一
躍
性
が
、
宗
廟
で
は

南
郊
に
祭
れ
ば
、
則
ち
墜
を
以
て
配
す
る
は
、

な
く
郊
杷
に
関
わ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

卒
帝
元
始
四
(
後
四
)
年
、
王
葬
の
女
が
皇
后
に
選
ば
れ
た
時
、
大
司
徒
司
直
陳
崇
は
王
葬
の
功
徳
を
稽
え
る
上
奏
の
中
で
、

「皇
后
の
隼

は
天
子
に
伴
し
」
(
『漢
書
』
王
奔
博
)
と
、

は
じ
め
て
皇
后
の
隼
巌
が
皇
帝
と
同
等
で
あ
る
と
述
べ
る
。
前
漢
の
最
末
期
に
は
、
皇
帝
と
皇
后

(
詑
)

の
聞
に
も
、
『
儀
曜
』
に
見
え
る
一
般
の
夫
婦
と
同
じ
一
龍
の
原
理
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

後
漢
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
白
虎
通
』
は
よ
り
は
っ
き
り
と
、

181 

妻
と
は
、
斉
な
り
。
夫
と
韓
を
斉
し
く
す
る
こ
と
、
天
子
よ
り
下
は
庶
人
に
至
る
ま
で
、
其
の
義
は
一
な
り
。
(
嫁
安
篇
)
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王
者
の
臣
と
せ
ざ
る
所
の
者
三
と
は
、
何
ぞ
や
。
二
王
の
後
、
妻
の
父
母
、
夷
秋
な
り
0

・
:
:
妻
の
父
母
を
臣
と
せ
ざ
る
は
何
ぞ
。
妻
な

る
者
は
己
と

一
韓
、
{一ポ
腐
を
恭
承
し
、
其
の
歓
心
を
得
、
上
は
先
租
を
承
け
、
下
は
寓
世
を
纏
ぎ
、
無
窮
に
侍
え
ん
と
欲
す
、
故
に
臣
と

せ
ざ
る
な
り
。

(王
者
不
臣
篇
)

(
お
)

と
、
天
子
と
后
と
の
一
髄
性
を
明
言
す
る
。
後
漢
末
の
察
温
も

「帝
后
は
一
種
、
穫
も
亦
た
宜
し
く
同
じ
か
る
べ
し
」
と
言
う
が
、
皇
帝
と
一

髄
な
る
皇
后
の
隼
巌
は
、
後
漢
の
初
期
に
確
立
さ
れ
、

『白
虎
通
』
に
明
文
化
さ
れ
た
皇
后
槻
で
あ
り
、
そ
し
て
後
漢
末
ま
で

一
貫
し
て
認
め

ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

皇
帝
と
皇
后
を
一
慢
の
夫
婦
と
し
て
、
天
と
地
、
陽
と
陰
に
擬
す
考
え
方
は
、
漠
代
的
な
陰
陽
二
元
論
的
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
皇

帝
に
釘
置
す
る
存
在
と
し
て
皇
后
権
威
が
確
立
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
皇
帝
と
皇
后
を
天
地
、
陰
陽
、

日
月
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
ま
さ
に
漢
の
皇
帝
機
威
が
よ
り
立
髄
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
獲
得
す
る
過
程
な
の
で
あ
る
。

信
用
二
虫
草

後
漢
経
昌
子
議
論
と
皇
后

12一

第

節

天
子
親

迎
議
論

皇
后
の
隼
巌
は
、
前
漢
武
帝
期
ご
ろ
よ
り
し
だ
い
に
上
昇
し
、
後
漢
初
期
に
諸
侯
王
の
嫡
妻
が
王
后
か
ら
王
妃
へ
と
格
下
げ
さ
れ
、
「
后
」

が
皇
后
一
人
に
濁
占
さ
れ
た
時
黙
で
、
天
子
の
嫡
妻
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と
し
た
。
『
儀
雄
』
に
明
言
さ
れ
た
「
夫
妻
一
櫨
」
を
皇
帝
夫

妻
に
も
あ
て
は
め
、
「
帝
后

一
様
」
と
し
て
、
皇
后
は
皇
帝
と
一
程
な
る
存
在
と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
結
果
、
皇
后
は
天
下

に
並
び
な
き
皇
帝
の
匹
敵
す
る
妻
で
あ
る
と
い
う
、
大
き
な
矛
盾
を
抱
え
こ
む
こ
と
に
な
る
。

許
恨
の
「
五
経
異
議
』

(以
後
『
異
義
』
と
略
総
)
に
牧
め
ら
れ
た
「
天
子
親
迎
」
に
閲
す
る
議
論
は
、
ま
さ
に
こ
の
、
后
に
釘
す
る
天
子
の

(
制
)

品四十巌
の
問
題
を
論
じ
る
も
の
と
一言
守
え
る
。
親
迎
と
は
、
婚
姻
の
際
の
六
雄
(
納
采

・
問
名
・
納
士
口
・
納
徴
・
請
期
・
親
迎
)
の
一
つ
で
、
花
婿
本
人



が
花
嫁
を
迎
え
に
行
く
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
天
子
親
迎
議
論
と
は
、
天
子
も
ま
た
親
迎
す
べ
き
か
否
か
の
議
論
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、
核

心
部
分
は
深
刻
な
問
題
を
苧
ん
で
い
る
。

異
議
。
曜
戴
説
、
天
子
親
迎
す
。
春
秋
公
羊
説
、
天
子
よ
り
庶
人
に
至
る
ま
で
、
要
る
に
は
皆
な
首
に
親
迎
す
べ
し
。
左
氏
説
、
天
子
は

至
寧
に
し
て
敵
す
る
無
し
。
故
に
親
迎
の
稽
無
し
。
祭
公
の
王
后
を
逆
う
る
や
、
未
だ
京
師
に
致
ら
ず
し
て
、
而
し
て
后
と
稀
す
。
天
子

(
お
)

行
か
ざ
る
も
櫨
成
る
を
知
る
な
り
。
(
『
穫
記
」
哀
公
開
疏
等
引
)

曜
戴
説
と
春
秋
公
羊
説
で
は
天
子
か
ら
庶
人
ま
で
全
て
親
迎
す
べ
き
と
し
、
春
秋
左
氏
説
で
は
天
子
は
至
隼
で
匹
敵
す
る
存
在
が
な
い
、

つ

ま
り
、
后
と
い
え
ど
も
天
子
に
匹
敵
す
る
存
在
た
り
え
な
い
の
で
親
迎
せ
ず
と
す
る
。
親
迎
説
は
今
文
説
で
あ
り
、

(お
)

で
あ
る
。
許
慢
は
、

一
方
不
親
迎
説
は
古
文
説

謹
み
て
案
ず
る
に
、
高
租
の
時
、
皇
太
子
の
納
妃
に
、
叔
孫
通
櫨
を
制
し
、
以
篤
く
天
子
に
親
迎
無
し
と
。
左
氏
の
義
に
従
う
。

- 13 

と
、
高
祖
の
時
に
皇
太
子
の
婚
曜
に
際
し
て
の
叔
孫
遇
の
嘩
制
を
根
擦
に
、
古
文
説
の
「
親
迎
な
し
」
に
軍
配
を
あ
げ
て
い
る
。
許
慣
が
叔
孫

通
の
定
め
た
鵡
制
を
根
擦
と
し
た
こ
と
は
、
こ
の
議
論
が
草
な
る
机
上
の
空
論
で
は
な
く
、
賓
際
の
漢
王
朝
の
儀
穫
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
こ

と
を
物
語
る
。

こ
れ
に
針
し
て
、
鄭
玄
は

『
駁
五
経
異
義
』
(
以
後
『
駁
異
義
』
と
略
稀
)
を
著
し
、
以
下
の
よ
う
に
反
論
す
る
。

駁
に
日
く
、
太
似
の
家
は
、
「
沿
の
陽
に
在
り
、
清
の
決
に
在
り
。
文
王
清
に
親
迎
す
」
と
は
、
即
ち
天
子
親
迎
の
明
文
な
り
。
天
子
は

至
隼
と
難
も
、
其
の
后
に
於
け
る
は
猶
お
夫
婦
な
り
。
夫
婦
は
判
合
し
、
躍
は
一
龍
を
同
じ
く
す
。
所
謂
る
敵
無
し
と
は
、
山
一旦
に
此
に
施

願
わ
く
は
言
う
こ
と
有
ら
ん
。
然
れ
ど
も
晃
し
て
親
迎
す
る
は
巳
だ
重
か
ら
ず
や
と
。
孔
子

さ
ん
や
。
嘩
記
哀
公
問
に
日
く
、
「
寡
人

倣
然
と
し
て
色
を
作
し
て
封
え
て
日
く
、
二
姓
の
好
を
合
わ
せ
、
以
て
先
聖
の
後
を
纏
ぎ
、
以
て
天
地
宗
廟
一
枇
稜
の
主
と
矯
る
。
君
何
ぞ

己
だ
重
し
と
謂
う
や
」
と
。
此
れ
親
迎
を
言
い
て
、
先
聖
の
後
を
縫
ぎ
、

天
地
宗
廟
の
主
と
震
る
と
。
天
子
に
非
ざ
れ
ば
則
ち
誰
そ
。
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(
「
春
秋
穀
梁
惇
』
桓
公
八
年
注
等
引
)
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鄭
玄
の
駁
議
は
、
こ
の
議
論
が
ま
さ
に
天
子
の
地
位
の
超
越
性
と
、
夫
婦
の
一
健
性
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
天

子
も
ま
た
親
迎
す
べ
き
と
は
、
鄭
玄
が
「
其
の
后
に
於
け
る
は
猫
お
夫
婦
な
り
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
夫
婦
の

一
躍
性
を
天
子
か
ら
庶
人
ま
で

普
遍
的
な
も
の
と
と
ら
え
、
重
視
す
る
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
。
親
迎
説
の
論
擦
は
「
天
子
よ
り
庶
人
に
至
る
ま
で
」
の
、
人
倫
の
根
本
で
あ

る
夫
婦
の

一
種
性
な
の
で
あ
り
、
明
ら
か
に
、
天
子
と
后
と
を

一
健
と
み
る
後
漢
的
な
皇
帝
l
白
墨
后
観
に
基
づ
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
一
方
左

氏
説
は
、
「
天
子
は
至
隼
に
し
て
敵
無
し
」
と
、

天
子
は
匹
敵
す
る
者
な
き
存
在
で
あ
る
が
故
に
親
迎
し
な
い
、

つ
ま
り
后
は
一
般
に
言
う
と

こ
ろ
の
嫡
妻
に
は
嘗
た
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

天
子
も
ま
た
親
迎
す
る
と
す
れ
ば
、
天
子
と
い
え
ど
も
庶
人
と
同
じ
曜
の
規
範
の
拘
束
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
后
と
の

一
種
性

を
つ
き
つ
め
て
い
け
ば
、
天
子
の
至
隼
性
、
絶
釘
性
は
損
な
わ
れ
か
ね
な
い
。
古
文
説
の
不
親
迎
説
は
、
こ
の
矛
盾
を
す
る
ど
く
つ
い
て
い
る

の
で
あ
る
。

『
礎
記
』
哀
公
問
の
孔
子
の
謹
言
の
二
つ
は
、
ど
ち
ら
も

(
幻
)

『雄
記
』
哀
公
開
疏
や
、
『
左
博
』
桓
公
八
年
疏
に
よ
っ
て
、
天
子
の
穫
の
根
擦
と
し
て
は
不
適
切
な
も
の
と
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
天
子
親

こ
こ
で
鄭
玄
が
反
駁
の
根
擦
と
し
た
『
詩
』
大
雅

・
大
明
の
文
王
の
親
迎
と
、
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迎
の
根
擦
を

『詩
」
大
明
に
置
く
の
は
、
鄭
玄
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く
、
『
白
虎
通
』
の
説
を
襲

っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

天
子
よ
り
下
は
士
に
至
る
ま
で
、
必
ず
親
迎
し
て
緩
を
授
く
る
者
は
何
ぞ
。
陽
を
以
て
陰
に
下
る
な
り
c

其
の
歓
心
を
得
、
親
を
示
さ
ん

と
欲
す
る
の
心
な
り
。
必
ず
親
迎
し
、
輪
を
御
す
る
こ
と
三
一
刷
、
車
を
下
り
て
曲
顧
す
る
者
は
、

淫
淡
を
防
ぐ
な
り
。
詩
に
云
う
、
「
文

阪
の
鮮
を
定
め
、
清
に
親
迎
す
。
船
を
造
べ
て
梁
と
矯
す
。
顕
な
ら
ざ
ら
ん
や
其
の
光
」
と
。
(
嫁
妥
篇
)

前
漢
末
か
ら
後
漢
初
期
に
お
い
て
は
、
天
子
も
親
迎
す
べ
き
と
す
る
今
文
説
の
方
が
有
力
で
あ
っ
た
と
見
え
て
、
王
葬
は
皇
帝
即
位
後
の
自

(
お
)

身
の
婚
穫
の
際
に
、
「
前
殿
雨
階
の
開
」
ま
で
な
が
ら
親
迎
し
、
こ
れ
が
皇
帝
親
迎
の
唯
一
の
確
賓
な
例
で
あ
る
。

(地
皇
四
年
、
)
芥

之
を
聞
き
て
愈
い
よ
恐
る
。
外
に
は
自
ら
安
ん
ず
る
を
覗
め
さ
ん
と
欲
し
、
乃
ち
其
の
須
髪
を
染
め
、
徴
す
所
の

天
下
の
淑
女
杜
陵
の
史
氏
の
女
を
進
め
て
皇
后
と
矯
し
、
黄
金
三
寓
斤
も
て
聴
し
、
車
馬
奴
焼
雑
由
巾
珍
賓
は
巨
蔦
を
以
て
計
う
。
葬

前



殿
雨
階
の
聞
に
親
迎
し
、
同
牢
の
曜
を
上
西
堂
に
成
す
c

(
『漢
書
』
王
葬
停
)

許
慢
の

『異
義
』
は
、
章
帝
建
初
回

(七
九
)
年
の
白
虎
観
曾
議
よ
り
以
後
、
和
帝
永
元

一一一(一

O
O
)
年
以
前
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い

(

羽

)

(

刊

)

る
が
、

『白
虎
通
』
に
逆
ら
っ
て
古
文
・
不
親
迎
説
に
同
意
し
て
い
る
し
、
桓
帝
建
和
元
(
一
四
七
)
年
に
行
わ
れ
た
後
漢
で
唯
一
の
殻
献
梁
皇

后
の
聴
后

(始
め
か
ら
皇
后
と
し
て
入
宮
す
る
)
で
は
、
親
迎
が
議
論
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
『
後
漢
書
』
皇
后
紀
・
麓
献
梁
皇
后
俸
に
、

是
に
於
い
て
悉
く
孝
恵
皇
帝
の
后
を
納
る
る
の
故
事
に
依
り
、
黄
金
二
高
斤
も
て
蒋
し
、
納
采
は
属
・
壁
・
乗
馬

・
束由巾、

一
に
奮
典
の

如
く
す
。

と
、
恵
帝
張
皇
后
の
故
事
l|
そ
れ
は
叔
孫
遁
の
制
定
し
た
曜
制
で
あ
ろ
う
か
ら
|
|
に
則
っ
て
行
わ
れ
た
と
い
う
か
ら
に
は
、
皇
帝
の
親
迎

(
叫
)

は
賓
行
さ
れ
な
か
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
王
葬
が
前
殿
の
階
ま
で
出
向
い
て
こ
と
さ
ら
に
「
親
迎
」
と
稀
し
た
よ
う
な
、
形
ば
か
り
の

親
迎
儀
穫
す
ら
、
も
は
や
行
わ
れ
て
い
な
い
。

『駁
異
義』

は
桓
帝
中
年
ご
ろ
の
成
立
と
も
さ
れ
、
桓
帝
初
年
の
誌
献
梁
皇
后
の
蒋
后
よ
り
も
後
の
も
の
で
あ
る
の
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
が
、
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に
も
か
か
わ
ら
ず
鄭
玄
は
強
硬
に
親
迎
を
主
張
す
る
。
た
だ
し
、
鄭
玄
と
同
時
代
人
で
あ
る
何
休

『公
羊
解
詰
』
は、

裏
公

一
五
年
に
注
し
て

「
種
、
王
后
を
逆
う
る
に
は
、
嘗
に
三
公
に
使
い
せ
し
む
べ
し
」
と
い
い
、
天
子
は
親
迎
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
『
異
義
』
が
執
筆
さ

れ
た
和
帝
期
を
境
と
し
て
、
天
子
不
親
迎
説
の
方
が
優
位
と
な
り
、
後
漢
末
に
は
今
文
公
羊
息
子
す
ら
不
親
迎
説
に
落
ち
着
い
て
し
ま
う
の
で
あ

る

第
二
節

妾
母
矯
夫
人
議
論
と
追
隼
皇
后

『異
義』

が
執
筆
さ
れ
た
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
、
永
元
九

(九
七
)
年
、
和
帝
に
よ
る
生
母
梁
貴
人
へ
の

「恭
懐
皇
后
」
追
寧
が
行
わ
れ
た
。
生

母
の
追
黛
は
哀
帝
期
の
「
尊
競
問
題
」
以
後
は
否
定
さ
れ
、
後
漢
章
帝
は
嫡
母
馬
皇
后
を
隼
重
し
、
生
母
貰
貴
人
は
隼
競
を
得
る
こ
と
が
な
か

185 

っ
た
。
と
こ
ろ
が
和
帝
が
生
母
を
追
隼
し
て
以
後
、
首
然
の
ご
と
く
踏
襲
さ
れ
て
い
く
。
し
か
も
、
第

一
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
後
漢
で
は
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「
皇
太
后
」
で
は
な
く
「
皇
后
」
を
追
算
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
節
で
は
追
隼
皇
后
と
そ
れ
に
関
わ
る
経
向
晶
子
上
の
妾
母
と
嫡
母
の
問
題
に
つ

い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
後
漢
の
皇
帝
で
皇
后
の
所
生
は
明
帝
と
少
帝
弘
農
王
の
二
人
だ
け
で
あ
り
、
妾
母
と
嫡
母
の
問
題
は
、
後
漢
に
お
い

て
は
現
質
問
題
で
も
あ

っ
た
。

『昇
、義
』
に
は
、

妾
腹
の
子
が
君

(諸
侯
)
と
な

っ
た
時
に
、
其
の
母
を
箪
ん
で
夫
人
と
鴬
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
議
論
が

あ
る
。
八
ム
羊
・
左
氏
は

『八ム
羊
傍
』
の
「
母
は
子
を
以
て
貴
し
」
を
論
振
に
夫
人
と
裕
し
得
る
と
し
、
穀
梁
説
は
子
が
母
を
曲
肘
す
る
こ
と
と
、

妾
を
妻
と
す
る
こ
と
は
非
嘩
で
あ
る
と
し
て
そ
れ
に
反
針
す
る
。
こ
の
議
論
は
、
「
母
は
子
を
以
て
貴
し
」
|

|
つ
ま
り
子
で
あ
る
君
主
の
権

威
ー
ー
と
、
嫡
妾
の
別
の
ど
ち
ら
が
優
先
す
る
か
、
と
い
う
黙
に
集
約
で
き
る
の
だ
が
、
許
慣
は
経
に
議
文
が
無
い
の
を
理
由
に
妾
母
を
夫
人

と
筋
す
を
得
る
と
す
ぶ
v

哀
帝
期
の
倉
競
問
題
で
も
、
捕
時
太
后
側
は
「
母
以
子
貴
」
を
理
由
と
し
て
隼
競
を
要
求
し
、
和
帝
が
生
母
梁
貴
人
に

「
恭
懐
皇
后
」
を
追
一
命
守し
た
理
由
も
ま
た
、
「
母
以
子
貴
」
で
あ

っ
た
。

(張
)
師

劉
え
て
日
く
、
「
春
秋
の
義
、
母
は
子
を
以
て
貴
し
。
漢
興
り
て
以
来
、
母
氏
の
隆
額
せ
ざ
る
は
莫
し
。
臣
愚
以
鴛
く
、
宜
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し
く
象
競
を
上
り
、
聖
霊
を
追
慰
し
、
諸
男
を
存
銀
し
、
以
て
親
親
を
明
ら
か
に
す
べ
し
」
と
。
(『後
漢
書
』
列
停
二
四
梁
嫌
即
時
)

「
母
以
子
貴
」
は
、
妾
に
釘
す
る
嫡
妻
の
絶
劉
的
優
越
を
破
り
、
皇
帝
の
「

一
種
な
る
妻
」
と
し
て
の
皇
后
の
尊
巌
と
針
立
す
る
論
理
な
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
反
論
す
る
鄭
玄
の
根
擦
は
「
二
嫡
無
き
」
で
あ
っ
た
。

(
必
)

駁
に
日
く
、
護
喪
服
、
父
は
長
子
の
矯
に
三
年
す
、
特
に
傍
え
ん
と
す
る
と
こ
ろ
の
重
き
を
以
て
の
故
な
り
。
衆
子
は
則
ち
之
が
震
に
期

す
る
の
み
な
る
は
、

二
嫡
無
き
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
女
君

卒
す
れ
ば
、
貴
妾

室
を
縫
ぐ
も
、
其
の
事
を
概
す
る
の
み
に
し
て

復
た
立
ち
て
夫
人
と
矯
る
を
得
ず
。
魯
億
公

妾
母
も
て
夫
人
と
矯
す
者
は
、
乃
ち
荘
公
夫
人
哀
萎
は
子
般

・
閉
公
を
殺
す
の
罪
有
り
て
、

懸
に
舵
す
べ
き
に
縁
る
が
故
な
り
。
近
き
は
漠
巴
后

戚
夫
人
及
び
庶
子
超
王
を
殺
し
て
仁
な
ら
ざ
れ
ば
、
陵
せ
ら
れ
て
配
食
せ
ら
る
る

を
得
ず
、
文
忠巾

更
め
て
其
の
母
薄
后
を
尊
ぶ
は
、
其
の
比
に
非
ざ
ら
ん
や
。
妾
子
の
立
つ
る
者
、
其
の
母
を
愈
ぶ
を
得
る
と
は
、

税
に

未
だ
之
れ
有
ら
ざ
る
な
り
。
(『通胤ハ
』
巻
七
二
等
引
)



鄭
玄
は
、
嫡
妻
に
落
ち
度
が
あ
っ
て
駿
期
さ
れ
な
い
限
り
、
妾
が
夫
人
と
稽
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
鄭
駁
は
お
そ
ら
く
『
白
虎
通
』

カf

遁
夫
人
死
さ
ば
、
更
め
て
夫
人
を
立
つ
る
者
は
、
敢
え
て
卑
賎
を
以
て
宗
廟
を
承
け
し
め
ざ
れ
ば
な
り
。
;
:
:
或
い
は
日
く
、
嫡
死
す
る

も
復
た
は
更
め
て
立
て
ざ
る
は
、
嫡
に
二
無
き
を
明
ら
か
に
し
、
基
数
一
を
防
ぐ
な
り
。
宗
廟
を
祭
る
に
は
、
擁
す
る
の
み
。
(
嫁
安
篇
)

(
必
)

と
、
繭
論
を
併
記
す
る
、
そ
の
「
或
日
」
以
下
に
依
擦
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
議
論
は
諸
侯
と
そ
の
夫
人
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の

だ
が
、
鄭
玄
が
呂
后
の
例
を
引
い
て
い
る
こ
と
よ
り
、
彼
が
現
賓
の
漢
王
朝
の
皇
帝
に
も
適
用
す
べ
き
問
題
と
と
ら
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

前
節
の
「
天
子
親
迎
」
議
論
で
も
、
許
慢
は
不
親
迎
の
根
擦
と
し
て
叔
孫
通
の
嘩
を
翠
げ
て
い
る
が
、
漢
朝
の
故
事
を
根
擦
と
す
る
以
上
、
少

な
く
と
も
漢
儒
自
身
の
意
識
の
中
で
は
、
こ
れ
ら
の
経
皐
上
の
議
論
は
現
賓
と
連
績
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
U
)
 

鄭
駁
が
巨
后
の
例
を
引
い
て
い
る
(
呂
后
の
配
食
を
や
め
た
の
は
後
漢
の
光
武
帝
で
あ
り
、
鄭
玄
の
事
貧
誤
認
な
の
だ
が
o
)

こ
と
に
関
連
し
て
、
梁

(
永
元
)
九
年
、
太
后
崩
ず
。
未
だ
葬
る
に
及
ば
ず
し
て
、
市
し
て
梁
貴
人
の
姉
嬉

上
書
し
て
貴
人
柾
浸
の
賦
を
陳
ぶ
。
太
尉
張
醐
、
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貴
人
追
隼
に
先
だ
っ
て
、
貧
太
后
(
章
帝
貧
皇
后
)
の
寧
競
を
庇
ず
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。

司
徒
劉
方
、
司
空
張
奮

上
奏
す
ら
く
、
光
武

呂
太
后
を
瓢
く
る
の
故
事
に
依
り
て
、
太
后
の
隼
競
を
庇
じ
、
宜
し
く
先
帝
に
合
葬
す

べ
か
ら
ず
と
。(『
後
漢
書
』
皇
后
紀
)

『
後
漢
書
」
本
紀
や
『
後
漢
紀
』
を
見
る
限
り
、
賓
太
后
の
箪
競
降
格
が
梁
貴
人
追
隼
の
前
提
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
、

ま
た
賓
際
、
和
帝
の
意
向
に
よ
っ
て
貨
太
后
の
隼
競
降
格
は
賓
行
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
鄭
玄
が
妾
母
へ
の
隼
競
授
輿
に
は
嫡
母
の
庭
瓢
が

保
件
で
あ
る
と
考
え
た
の
は
、
張
繭
ら
の
議
論
を
ふ
ま
え
た
か
、
も
し
く
は
こ
の
考
え
方
が
嘗
時

一
般
に
存
在
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
鄭
玄
は
嫡
妻
の
並
立
を
許
さ
な
い
「
二
嫡
無
し
」
を
金
科
玉
僚
の
ご
と
く
考
え
、
そ
れ
を
皇
帝
に
も
嘗
て
は
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

鄭
玄
が
庶
人
か
ら
天
子
ま
で

一
貫
し
て
、
夫
婦
と
い
う
軍
位
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
こ
の
議
論
に
も
現
れ
て
い
る
。

187 

鄭
玄
は
「
穫
に
未
だ
之
れ
有
ら
ざ
る
」
と
、
妾
母
の
隼
競
獲
得
に
強
く
反
封
す
る
が
、
現
賓
に
は
梁
貴
人
の
追
隼
以
後
、
生
母
の
追
隼
は
歴
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代
行
わ
れ
、
桓
帝
和
平
元

(一

五
O
)
年
に
は
、

そ
れ
ま
で
の
死
後
追
隼
で
は
な
く
、
生
母
匿
氏
は
初
め
て
生
前
に
「
孝
崇
皇
后
」
の
隼
競
を

授
輿
さ
れ
、
次
代
霊
帝
の
生
母
「
孝
仁
皇
后
」
も
生
前
授
輿
で
あ
る
。
霊
帝
の
生
母
は
解
憤
亭
侯
の
夫
人
で
あ
り
、
(
女
帝
や
桓
帝
の
生
母
に
至

つ
て
は
清
河
王
や
議
吾
侯
の
牒
妾
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
清
河
王
妃
取
氏
は
「
甘
陵
大
貴
人
」
を
、
姦
吾
侯
夫
人
馬
氏
は
「
孝
崇
園

貴
人
」
と
さ
れ
た
た
め
に
、
嫡
妾
す
ら
逆
轄
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
皇
帝
の
妻
妾
で
な
く
と
も
皇
后
を
追
隼
さ
れ
得
る
と
す
れ

'f、

い
わ
ば
皇
后
の
滋
設
で
あ
り
、
皇
后
権
威
の
相
釘
的
低
下
は
克
れ
ま
い
。

「
母
以
子
貴
」
に
基
づ
く
追
寧
皇
后
に
よ
り
、
正
競
皇
后
の
等
巌
は
相
釘
化
さ
れ
て
い
く
が
、
皇
后
と
封
立
す
る
の
は
「
母
」
の
貴
で
は
な

く
、
そ
の
子
で
あ
る
皇
帝
の
権
威
な
の
で
あ
り

一
見
嫡
妻
と
妾
と
の
関
係
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
賓
は
現
皇
帝
と
先
帝
の
皇
后
と
の

問
題
に
他
な
ら
な
い
。
「
帝
后

一
程
」
と
し
て
後
漢
初
期
に
確
立
さ
れ
た
皇
后
の
隼
巌
は
、
早
く
も
和
帝
永
元
九

(九
七
)
年
を
メ
ル
ク
マ

1

ル
と
し
て
、
皇
帝
に
釘
し
て
相
釘
的
低
下
を
鈴
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

前
節
で
取
り
上
げ
た

「天
子
親
迎
」
議
論
で
、
後
漢
の
初
期
に
優
勢
で
あ
っ
た
親
迎
説
か
ら
、
後
漢
中
期
以
後
、
天
子
至
隼
を
理
由
に
不
親

18 

迎
説
へ
と
傾
斜
し
て
い
く
背
景
に
は
、
和
帝
以
後
の
追
尊
皇
后
の
濫
設
と
、
そ
れ
に
よ
る
皇
后
権
威
の
低
下
と
い
う
情
勢
が
無
縁
で
は
な
か
ろ

、司ノ
。

『白
虎
通
』
以
後
の
皇
后
権
威
の
相
釘
的
低
下
は
、
「
后
」
の
訓
詰
に
も
表
れ
て
い
る
。『
白
虎
一連
』
嫁
喪
篇
で
は
、
天
子
の
妃
を
后
と
呼
ぶ

理
由
と
し
て
、
「
后
と
は
、
君
な
り
。
天
子
の
妃
は
至
隼
、
故
に
后
と
謂
う
な
り
。」
と
、
「
后
」
を
君
と
解
す
る
が
、
『
稽
記
』
曲
種
下
の
鄭
玄

注
や
奈
川邑

『郷
断
』
で
は
「
后
の
一一一一
口
た
る
や
後
な
り
」
と
、
「
后
」
を
後
と
解
し
て
い
る
。
天
子
と
と
も
に
君
と
し
て
並
び
立
つ
の
で
は
な
く
、

天
子
に
譲
り

一
歩
下
が

っ
て
後
ろ
に
立
つ
后
へ
と
饗
化
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

前
漢
武
帝
期
以
来
、
皇
后
は
皇
帝
の

一
種
な
る
妻
と
し
て
の
権
威
を
徐
々
に
獲
得
し
、
後
漢
の
初
期
に
そ
の
権
威
は
頂
貼
に
達
す
る
。
章
帝

が
嫡
母
馬
皇
后
を
隼
重
し
て
、
生
母
買
貴
人
に
隼
放
を
輿
え
な
か

っ
た
の
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
皇
后
の
愈
貴
さ
を
象
徴
し
よ
う
。
し
か
し
、

和
帝
期
ご
ろ
よ
り
、
「
母
以
子
貴
」
を
理
由
に
這
愈
皇
后
が
濫
設
さ
れ
、
正
競
皇
后
の
権
威
は
相
封
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

一
般
の
夫



婦
と
同
じ
一
龍
性
を
皇
帝
夫
妻
に
も
援
用
し
績
け
る
無
理
は
、
天
子
親
迎
議
論
に
よ
り
、
す
で
に
露
呈
し
て
い
る
。
軍
な
る
皇
帝
の
「
妻
」
で

あ
る
こ
と
を
越
え
た
、
新
た
な
皇
后
像
の
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
必
要
に
、
儒
者
は
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
三
節

君

子

女子

仇

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
天
子
不
親
迎
」
説
が
優
勢
と
な
る
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
和
帝
永
元
九
(
九
七
)
年
に
生
母
の
皇
后
追
象

が
始
ま
り
、
桓
帝
和
平
元
(
一
五
O
)
年
に
は
つ
い
に
生
前
の
隼
競
授
奥
が
行
わ
れ
た
。
正
競
皇
后
の
権
威
は
、
徐
々
に
皇
帝
権
威
に
屈
し
て

相
釘
的
低
下
を
絵
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
鄭
玄
『
駁
異
義
』
が
許
慢
に
代
表
さ
れ
る
皇
帝
の
絶
封
的
権
威
を
認
め
る
昔
時
の
流
れ
と

逆
行
し
、
「
白
虎
通
』
に
依
接
し
て
あ
く
ま
で
天
子
と
后
と
の
夫
婦
の
一
種
性
を
主
張
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
し
か
し
そ
の
鄭
玄
も
、
晩

年
に
は
「
皇
后
敬
父
母
」
議
論
に
見
え
る
よ
う
な
、
折
衷
論
的
な
皇
后
論
へ
と
行
き
っ
き
、
か
え
っ
て
郁
原
に
手
ひ
ど
い
反
駁
を
浴
び
せ
ら
れ

(
的
)

る
こ
と
に
な
る
。

(
日
)

本
節
で
は
三
鵡
注
の
著
述
を
経
た
後
の
著
作
で
あ
る
、
『
毛
詩
鄭
筆
』
の
「
后
妃
の
徳
」
を
-
語
、
っ
周
南
・
闘
堆
を
取
り
上
げ
よ
う
。
『
鄭
筆
』

- 19一

は
六
朝
以
後
の
詩
経
撃
に
お
い
て
絶
大
な
る
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
か
ら
、
『
鄭
筆
」
に
描
か
れ
た
皇
后
論
は
、
後
漢
的
な
皇
后
論
の
婦
着
黙
の

一
つ
と
し
て
、
後
世
に
纏
承
さ
れ
て
い
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
と
に
閥
雌
に
は
、
本
稿
の
冒
頭
に
も
鰐
れ
た
よ
う
に
、
『
毛
停
』
と
は
異
な
る

鄭
玄
の
解
穆
の
濁
自
性
が
額
著
に
現
れ
て
い
る
。

、っ」、 閥
唯
の
解
調
停
に
お
け
る
『
毛
惇
」
と
『
鄭
筆
』
の
遣
い
は
、
要
は
大
序
の
「
是
を
以
て
闘
唯
は
淑
女
を
得
て
以
て
君
子
に
配
さ
ん
こ
と
を
梁

の
「
淑
女
」
が
す
な
わ
ち
「
后
妃
」
そ
の
人
で
あ
る
か
否
か
に
集
約
さ
れ
う
る
が
、
結
果
と
し
て
「
窃
宛
淑
女
、
君
子
好
達
」
の
二
句

の
解
穫
に
以
下
の
ご
と
き
懸
隔
を
生
む
の
で
あ
る
。

毛
博
一
話
完
、
幽
聞
な
り
。
淑
は
善
、
逮
は
匹
な
り
。
后
妃
に
閥
唯
の
徳
有
り
、
是
の
幽
開
貞
専
の
善
女
、
宜
し
く
君
子
の
好
匹
と
矯
す
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ベ
き
を
言
う
。
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鄭
筆

一
怨
絹
を
仇
と
目
、
っ
。
后
妃
の
徳
和
諾
す
れ
ば
、
則
ち
幽
聞
に
し
て
深
宮
に
慮
る
貞
専
の
善
女
、
能
く
君
子
の
鴬
に
衆
妾
の
怨
む
者

を
和
好
す
る
を
言
、っ
。
皆
な
后
妃
の
徳
に
化
さ
れ
、
嫉
妬
せ
さ
る
を
一言
口、っ
。
三
夫
人
以
下
を
謂
う
な
り
。

『毛
侍
』
の
解
務
で
は
、
淑
女
は
君
子
の
「
好
匹
」

(よ
い
連
れ
合
い
)
と
な
り
、
陳
謹
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
后
妃
と
淑
女
を
同
一
人
物
と

と
ら
え
て
い
る
と
み
て
間
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

『鄭
築
』
は
明
ら
か
に

『毛
傍
』
を
下
敷
き
に
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
淑
女
と
后

妃
を
別
人
と
し
、

后
妃
は
君
子
の
た
め
に
淑
女
を
進
め
ん
と
願
い
、
そ
の
淑
女

(三
夫
人

・九
焔
)
が
よ
り
位
の
卑
し
い
衆
妾
を
和
好
す
る
と

讃
む
。

ま
ず

「鄭
婆
』
の
「
怨
抑
制
を
仇
と
日
う
」
と
あ
る
の
は
唐
突
で
あ
る
。
「仇
」
と
い
う
文
字
が
経
文
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
。
も

(

白
川

)

と
も
と
今
文
系
の
テ
キ
ス
ト
で
は
仇
に
作

っ
た
と
さ
れ
、
鄭
玄
が
見
た

な
い
の
だ
が
、

『毛
詩
」
の
テ
キ
ス
ト
が

「仇
」
に
作

っ
て
い
た
可
能
性
も
な
い
で
は

い
ず
れ
に
せ
よ、

『鄭
築
』
は

「左
傍
』
桓
公
二
年
の
「
草
加
耕
を
妃
と
日
い
、
怨
斜
を
仇
と
回
、
つ
」
を
援
用
し
、
「
仇
」
を

「怨

む
者」
H
カ
タ
キ
と
讃
ん
で
い
る
の
で
、「
逮
」
を
「
匹
」
H
配
偶
と
す
る

『毛
傍
』

や
わ
ら

(

応

)

ば
、
こ

の
句
は
「
君
子
の
た
め
に
仇
を
好

ぐ
」
と
訓
讃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
解
穫
と
異
つ
向
か
ら
封
立
す
る
。
鄭
玄
の
解
穫
に
従
え
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賓
は
、

『鄭
築
』
の
「
衆
妾
の
怨
む
者
を
和
好
す
る
」
と
い
う
解
穣
は
、

魯
詩
説
と
さ
れ
る
劉
向

『列
女
傍
』
巻

一
母
儀
篇
「
日
初
妃
有
嬰
」

の

有
新
宮
の
湯
に
妃
た
る
や
、
九
績
を
統
領
し
、
後
宮
に
序
有
り
、
成
な
妬
娼
逆
理
の
人
無
し
。
:
:
:
詩
に
云
う
、
「
窃
宛
た
る
淑
女
、
君
子

の
好
迷
」
と
。
賢
女
能
く
君
子
の
篤
に
衆
妾
を
和
好
す
る
を
言
、
つ
は
、
其
れ
有
婁
の
謂
い
な
り
。

と
あ
る
解
様
に
基
づ
い
て
い
る
。
し
か
し

『列
女
侍
』
で
は
、
詩
中
の
淑
女
は
湯
妃
そ
の
人
を
指
し
て
お
り
、
九
績
以
下
で
は
な
い
。
劉
向
も

や
は
り
后
妃
H

淑
女
と
讃
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
淑
女
と
后
妃
を
別
人
と
し
、
后
妃
が
君
子
の
た
め
に
淑
女
を
求
め
る
と
い
う

『鄭
築
」
の
解

(

m
J
)
 

稗
は
、
後
漢
昔
時
に
お
い
て
も
、
か
な
り
特
異
な
解
穫
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一郎
謹
』
の
も
う

一
つ
の
特
徴
は
、
淑
女
を
三
夫
人
以
下
と
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
三
夫
人
と
は
言、
つ
ま
で
も
な
く
、

『櫨
記
』
昏
義



に
見
え
る
、

古
者
、
天
子
の
后
は
六
宮
、
三
夫
人
、
九
績
、

二
十
七
世
婦
、
八
十
一
御
妻
を
立
て
、
以
て
天
下
の
内
治
を
聴
き
、
以
て
婦
順
を
明
章
す
。

と
い
っ
た
、
三
夫
人
九
績
以
下
線
勢
百
二
十
人
の
周
代
の
後
宮
制
度
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
鄭
玄
の
詩
解
稗
が
、
三
種
に
基
づ
い
て

い
る
と
は
通
説
だ
が
、
こ
の
開
惟
に
お
い
て
も
露
骨
に
現
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

『
毛
停
』
と

『
鄭
筆
』
を
見
比
べ
れ
ば
、
『
毛
惇
」
の
「
幽
閉
貞
専
之
善
女
」
に
『
鄭
筆
』
は
「
幽
聞
庭
深
宮
貞
専
之
善
女
」
と
、
「
慮
深

宮
」
の
句
を
加
え
、
巧
み
に
詩
の
舞
葦
を
巨
大
な
後
宮
へ
と
置
き
換
え
て
い
る
。
ま
た
劉
向

『列
女
惇
』
は
「
衆
妾
を
和
好
す
る
」
だ
が
、

『
鄭
筆
』
は

「
衆
妾
の
怨
む
者
を
和
好
す
る
」
と
、
「
怨
者
」
を
加
え
、
『
列
女
惇
」
で
は
湯
妃
と
衆
妾
の
二
階
級
な
の
を
、
『
鄭
筆
』
で
は

「
后
妃
」
(
嫡
妻
)

「一二
夫
人
」
(貴
妾

)
1「
怨
者
」

(賎
妾
)
の
三
階
級
の
差
遣
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
后
妃
の
徳
に
三
夫
人
以
下
が
感
化
さ
れ
、

ま
た
三
夫
人
以
下
が
衆
妾
の
「
怨
者
」
を
感
化
し
、
「
后
妃
↓
淑
女
↓
衆
妾
」
の
二
段
階
の
徳
化
に
よ
っ
て
、
結
局
は
后
妃
の
徳
が
三
夫
人
九

- 21-

績
以
下
の
後
宮
全
韓
を
感
化
す
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
こ
の
「
嫡
妻
|
貴
妾
|
賎
妾
」
の
三
階
級
は
、
武
帝
期
に
後
宮
位
競
が
整
備
さ
れ
る

(
日
刊

)

(

ω

)

以
前
よ
り
一
貫
す
る
、
漢
代
後
宮
制
度
の
根
幹
を
な
す
直
分
で
も
あ
る
。
鄭
玄
の
開
唯
解
稼
も
ま
た
、
劉
向

『列
女
惇
』
を
受
け
繕
ぎ
、
後
宮

批
判
の
意
味
合
い
も
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
後
宮
妻
妾
を
感
化
す
る
后
妃
を
描
く
だ
け
な
ら
ば
、

『列
女
停
」
と
同
じ
く
淑
女
H

后
妃
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

『鄭
筆
』
は
淑
女
を
三
夫
人
九
績
の
貴
妾
に
あ
て
る
こ
と
に
よ
り
、
総
勢
百
二
十
人
の
整
然
と
し
た
後
宮
妻
妾
の
階
級
性
を
J

帽
示
し
、
そ
し
て

そ
の
後
宮
の
秩
序
が
「
后
把
の
徳
」
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
「
仇
を
好
ぐ
」
と
い
う
解
穫
と
「
三
夫
人
以
下
を
謂
う
な

り
」
と
の

一
言
が
、
鄭
玄
の
開
堆
解
務
の
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
君
子
と
后
妃
二
人
だ
け
の
横
の
関
係
の
み
を
言
及
す
る
『
毛
停
」
に
針
し
て
、
『
鄭
筆
』
は
『
曜
記
」
『
周
櫨
」
の

「后
|
三
夫
人

ー
九
蹟
|
衆
妾
(
世
婿
・
御
委
あ
る
い
は
女
御
こ
と
い
う
後
宮
姫
妾
の
、

言
わ
ば
縦
の
関
係
の
中
に
后
妃
を
位
置
づ
け
、
后
妃
と
君
子
と
の
開

191 

係
は
直
接
言
及
し
な
い
。
こ
れ
は
か
つ
て
『
駁
異
義
」
が
、
「
天
子
は
至
隼
と
難
も
、
其
の
后
に
於
け
る
は
猫
お
夫
婦
な
り
」
と
、
天
子
と
后
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の
夫
婦
関
係
に
の
み
注
目
し
て
議
論
し
て
い
た
こ
と
に
比
べ
て
、
大
き
く
遣
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
鄭
玄
は
、
開
堆
に
植
わ
れ
る
「
后
妃
」
と
、

『曜
記
』
『
周
種
』
に
登
場
す
る
后
と
を

一
健
化
し
、

ひ
い
て
は
三
櫨
に
描
か
れ
る
周

代
一枇
曾
制
度
を
背
景
と
し
て
、

『詩
』
全
程
を
解
岬
押
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
こ
の
冒
頭
の
詩
に
お
い
て
、

(
引
)

三
夫
人
九
績
の
制
度
に
鰯
れ
て
お
き
た
か
っ
た
の
だ
と
恩
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
鄭
玄
の
中
で
は
、
例
え
ば

『穫
記
』
昏
義
に
、

故
に
日
く
、
天
子

男
教
を
聴
き
、
后

女
順
を
聴
く
。
天
子

陽
道
を
理
め
、
后

陰
徳
を
治
む
。
天
子

外
治
を
聴
き
、
后

内
治

を
聴
く
。

と
あ
る
、
天
子
と
后
と
の
釣
偶
関
係
は
す
で
に
自
明
の
前
提
で
あ
っ
た
。
『
周
穫
」
天
宮
家
宰

・
内
宰
の
「
凡
そ
園
を
建
つ
る
に
、
后
を
佐
け

て
市
を
立
つ
」
の
鄭
玄
注
に
は
、

市
を
立
つ
、
陰
陽
相
成
の
義
な
り
。

{

M
U

)
 

と
、
陰
に
属
す
る
市
は
后
が
立
て
る
と
す
る
。
鄭
玄
は
、
后
を
後
宮
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
天
子
の
釘
偶
と
し
て
陰
を
主
り
、
世
界
の
陰
陽
を
調

王

朝
を
立
て
后
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和
さ
せ
る
存
在
と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
后
の
観
念
を

『
詩
』
の
世
界
に
持
ち
込
む
た
め
に
「
謂
三
夫
人
以
下
也
」
の
文
言
を
加
え
た
||
必

然
的
に
后
妃
と
淑
女
は
別
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
|
|
の
で
あ
る
。

鄭
玄
は
「
君
子
の
好
匹
」
と
い
う

『毛
傍
』
の
解
轄
を
捨
て
る
こ
と
に
よ
り
、

天
子
と
い
う

一
人
の
人
聞
の
「
妻
」
で
あ
る
こ
と
を
超
越
し

た
、
天
子
の
釘
偶
と
し
て
、
世
界
の
陰
陽
調
和
の
象
徴
た
る
「
后
」
の
像
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

む

す

び
ー
ー
開
雌
と
皇
后
||

皇
帝
の
嫡
妻
と
し
て
の
皇
后
と
い
う
存
在
は
、
こ
れ
ま
で
特
に
疑
問
を
抱
か
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
賓
は
戦
国
末
、

『
萄
子
』

は
次
の
よ
う
に
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

天
子
に
妻
無
し
。
人
と
し
て
匹
無
き
を
告
ぐ
る
な
り
。
(
君
子
篇
)



人
と
し
て
匹
敵
す
る
者
の
い
な
い
天
子
に
は
、
妻
な
ど
存
在
し
え
な
い
、
と
。
始
皇
帝
の
「
皇
后
」
が
一
切
史
乗
に
見
え
ず
、
息
子
た
ち
も

嫡
庶
の
別
を
論
じ
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
始
皇
帝
が
創
始
し
た
皇
帝
支
配
龍
制
の
中
に
、
皇
帝
の
嫡
妻
た
る
「
皇
后
」
な
ど

想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

皇
后
が
皇
帝
に
針
比
さ
れ
る
存
在
と
し
て
、
そ
の
権
威
が
皇
帝
支
配
龍
制
の
枠
の
中
で
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
前
漢
武
帝
期
以
降

と
考
え
ら
れ
る
。
前
漢
末
に
は
皇
帝
と
皇
后
の
聞
に
も
『
儀
雄
』
の
「
夫
妻

一
健
」
の
思
想
が
適
用
さ
れ
、
後
漢
の
初
期
に

「后」

が
皇
后
に

よ
っ
て
濁
占
さ
れ
、
「
曜
記
』
に
描
か
れ
る
「
天
子
の
后
」
に
比
さ
れ
る
地
位
を
獲
得
し
た
。
皇
帝
と
皇
后
は
一
般
の
夫
婦
と
同
様
、

一
種
な

る
存
在
で
あ
り
、
天
子
も
ま
た
婚
曜
の
際
に
は
親
迎
す
べ
し
と
す
る
考
え
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後
漢
和
帝
期
ご
ろ
を
境
と
し
て
、

天
子
の
至
隼
が
后
と
の
一
龍
性
に
優
越
す
る
と
す
る
「
天
子
不
親
迎
」
が
優
勢
と
な
り
、
ま
た
現
賓
に
も
、
相
次
ぐ
皇
帝
の
生
母
・
租
母
ら
の

迫
骨
専
に
よ
っ
て
、
皇
后
権
威
は
相
封
的
低
下
を
絵
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

儒
教
の
種
的
世
界
の
頂
賠
に
立
つ
天
子
へ
と
、
皇
帝
権
威
そ
の
も
の
が
費
質
し
、

イ
メ
ー
ジ
を
固
め
て
い
く
過
程
で
も
あ
る
。
皇
帝
を
天
地
、
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皇
帝
の
嫡
妻
と
し
て
の
皇
后
権
威
の
確
立
と
は
、
賞
は
裏
を
返
せ
ば
、
庶
人
で
い
う
と
こ
ろ
の
妻
な
ど
存
在
し
え
な
い
超
越
的
存
在
か
ら
、

日
月
な
ど
の
陰
陽
二
元
的
な
世
界
に
な
ぞ
ら
え
る
と
き
、
そ
の
釘
偶
と
し
て
皇
后
が
必
要
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
皇
帝
と
皇
后
の
開
に
も
、

『儀

種
』
に
見
え
る

一
般
の

一
髄
な
る
夫
婦
の
像
を
嘗
て
は
め
、
天
下
に
並
び
な
き
天
子
と
、
そ
の
一
龍
な
る
妻
と
し
て
の
皇
后
を
雨
立
さ
せ
よ
う

と
す
る
儒
数
的
な
皇
后
論
は
、
も
と
よ
り
矛
盾
を
内
包
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
駁
五
経
異
義
」

の
段
階
で
は
あ
く
ま
で
天
子
と
后
の
一
種
性
に
固
執
し
て
い
た
鄭
玄
が
、
後
の
『
毛
詩
鄭
筆
』
で
は
、
関
堆
の
解
稗
に
お

"、
て

「瞳
記
」
や

『周
嘩
」
に
見
え
る
、
後
宮
妻
妾
の
立
瞳
的
な
階
層
を
述
べ
る
の
み
で
、
天
子
と
后
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
直
接
言
及
し
な

ぃ
。
こ
の
こ
と
は
、
鄭
玄
が
開
堆
に
讃
み
込
も
う
と
し
た
后
は
、
天
子
の
封
偶
と
し
て
天
下
の
陰
陽
を
調
和
さ
せ
る
存
在
と
な
っ
て
お
り
、
天

子
個
人
の
妻
で
あ
る
こ
と
を
す
で
に
超
越
し
た
、
よ
り
高
次
元
の
存
在
へ
と
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
鄭
玄
の
強
引
と
も
言
え
る
開
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推
の
解
稗
は
、
皇
后
が
宿
命
的
に
背
負
っ
て
い
た
矛
盾
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
試
み
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。



か
し
、
本
来
は
天
子
夫
妻
の
詩
で
は
な
く

(
mm
)
 

周
南

・
開
唯
は
、
少
な
く
と
も
三
家
詩
以
後
は
、
天
子
と
后
妃
、
孔
疏
以
後
は
文
王
と
そ
の
妻
太
似
を
歌
う
も
の
と
解
調
停
さ
れ
て
き
た
。
し

(

印
刷

)

一
般
の
男
女
の
態
歌
で
あ

っ
た
と
言、
?
。

一
つ
が
い
の
水
鳥
に
除
え
ら
れ
た
愚
人
た
ち
は
、

『毛
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い
っ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、

さ
ら
に

『鄭
筆
』
で
は
天
子
の
た
め
に
賢
女
を
薦
め
る
后
の
詩
へ
と
、
讃
み
替
え
ら
れ
て

い
っ
た
ん
は
妻
と
し
て
皇
帝
と

一
穏
な

出陣
』
に
よ

っ
て
「
好
匹
」
た
る
天
子
と
そ
の
后
へ
、

『儀
嘩
』
に
捕
か
れ
た
一
般
夫
婦
の

一
穏
性
を
皇
帝
夫
妻
に
も
援
用
し
、

論
の
繁
遷
の
遁
筋
を

は
か
ら
ず
も
映
し
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

る
権
威
を
獲
得
し
た
後
漢
の
皇
后
が
、

皇
帝
の
至
隼
に
屈
し
た
過
程
と
も
重
な

っ
て
い
よ
う
。
開
唯
の
経
撃
的
解
稼
の
目安
遜
は
、
儒
数
的
皇
后

註(
l
)

『毛
詩
』
大
序
。
(本
稿
で
は
孔
疏
の
説
に
従
い
、
開
雌
の
序
全

憶
を
大
序
と
し
て
扱
う
。)「
附
雌
后
妃
之
徳
也
、
風
之
始
也
、
所
以

風
天
下
而
正
夫
婦
也
」。

開
雌
の
解
絡
に

つ
い
て
は
、
岡
村
繁
誇
注

『毛
詩
正
義
誇
注
』
第

一
川

(中
図
書
応、

一
九
八
六
)
、
高
間
良
治

『詩
経
』
上
(
漢
詩

大
系
て
集
英
社、

一
九
六
六
)
、
村
山
士口
贋
「
開
雄
篇
の
詩
旨

|
|
i解
線
開
宇
史
の
見
地
か
ら
|

|
」
(『
詩
経
研
究
』
一
一

、
一
九
八

六
)
、
黄
悼
『
毛
詩
鄭
築
平
議
』
、
「詩
疏
卒
議
」
(
と
も
に
上
海
古
籍

出
版
社
、

一
九
八
五
)
等
を
参
照
し
た
。

(
2
)

詩
序
に
閲
す
る
議
論
は
、
皮
錫
瑞

『経
挙
通
論
』
詩
経
に
詳
し
い
。

そ
の
他
、
白
川
静

『詩
経
研

究

通

論
篇
」
(朋
友
香
府、

一
九
八

こ

序
説
、
厳
敏
裕
「
『毛
序
』
成
立
考
l|
|古
文
筆
と
の
比
較
を

中
心
と
し
て
!
|
|
」

(「
『日
本
中
園
祭
舎
報
』
凶
O
、

一
九
八
八
)。

(3
)

前
漢
米
の

「
后
妃
論
」
と

「詩
経
』
に
つ
い
て
は
薄
井
俊
二

「前

漠
成
車
巾
期
の
后
妃
論
を
め
ぐ
っ

て
t|
|前
漠
末
期
に
お
け
る
儒
家
的

后
妃
像

・
後
{呂
像
の
提
案
|
|」
(
『中
園
哲
撃
論
集
』
二
四
、

九
八
)、
山
崎
純

一
「女
訓
蓄
と
し
て
の
渓
代
の

『詩
経
』

|
|

『毛
詩
』
と

『古
列
女
体
』
女
訓
詩
の
基
礎
的
検
討
|
|
」
(
『村
山

吉
康
教
授
古
希
記
念
中
園
古
典
準
論
集
』
汲
古
書
院
、

二
O
O
O
)
。

(
4
)

例
え
ば
陳
溢

『東
松
請
書
記
』
を
六

鄭
輿
毛
大
不
問
者
。
開
雌

『停
』
云、

『言
后
妃
有
閥
雌
之
徳
、

是
幽
閉
貞
専
之
善
女
、
{
且
篤
君
子
之
好
匹
」。『
姿
』一
玄、

『怨

親
日
仇
、
一
言
后
妃
之
徳
和
諾
、
則
幽
閉
慮
深
{呂
貞
専
之
善
女
、

能
潟
君
子
和
好
衆
妾
之
怨
者
』。

此
毛
以
矯
后
妃
是
淑
女
、

「
固
定
」
字
甚
明
。
孔
疏
乃
謂
毛
以
矯
后
妃
思
得
淑
女
、
強
毛
従

郷
。
然

『毛即時
」
「
自
主
字
、出
-E
可
強
解
乎
。

『削開
袋
』
が
賓
は
三
家
詩
に
機
る
解
稗
が
多
い
こ
と
は
、
大
川
節

尚

『三
家
詩
よ
り
見
た
郷
玄
の
詩
経
祭
』
(
開
議
院、

一
九
三
七
)、

薮
敏
裕
「
三
家
詩
と

『毛
詩
』
|
|
「
開
雌
編
」

を
中
心
と
し
て

|
|
」

(『
斯
文
』
九
七
、

一
九
八
九
)、
文
幸
福

『詩
経
毛
俸
制
抑
止
謎 九

- 24ー
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緋
異
」
(
文
史
哲
出
版
枇
、
一
九
八
九
)
参
照
。

(
5
)

谷
口
や
す
よ
「
漢
代
の
皇
后
権
」
(
『史
撃
雑
誌
」
八
七
一
一
、

一
九
七
八
)
、

「漢
代
の
太
后
臨
朝
」
(
『廃
史
評
弘
巴

三
五
九
、
一
九

八
O
)
、
渡
透
義
浩
『
後
漢
図
家
の
支
配
と
儒
数
』
(
雄
山
間
、
一
九

九
六
)
第
五
意

「
外
戚
」

(
原
載
「
史
峯
』
第
五
競
、
一
九
九

O
)
、

こ
れ
ら
は
漢
代
に
お
け
る
皇
太
后
の
権
力
掌
援
を
、
先
帝
の
皇
后
と

し
て
の
嫡
妻
穫
に
基
づ
く
と
す
る
。
こ
れ
に
釣
し
岡
安
勇
「
漢
貌
時

代
の
皇
太
后
」
(
『法
政
史
拳
」
一
一一
五
、
一
九
八
三
)
は
、
皇
太
后
の

権
力
は
皇
帝
の
母
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
と
す
る
。
冨
田
健
之
「
後

漢
前
半
期
に
お
け
る
皇
帝
支
配
と
尚
書
慢
制
」
(
『東
洋
拳
報
』
八

一

|
問
、
二

O
O
O
)
は
、
後
漢
の
外
戚
政
権
は
皇
太
后
臨
朝
に
の
み

依
存
し
て
い
た
と
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
皇
后
よ
り
も
む

し
ろ
皇
太
后
と
外
戚
に
重
黙
が
置
か
れ
て
い
る
。
後
漢
時
代
の
外
戚

に
関
し
て
は
、
東
E

目次

『後
漢
詩
代
の
政
治
と
枇
曾
』
(
名
古
屋
大

曲
学
出
版
曾
、

一
九
九
五
)
、
下
倉
渉
「
漠
代
の
母
と
子
」
『東
北
大
挙

東
洋
史
論
集
』
入、

二
O
O
一
)
な
ど
。

(
6
)

藤
川
正
数
『
漢
代
に
お
け
る
種
撃
の
研
究
」
(
増
訂
版
、
風
間
書

房
、
一
九
八
五
)
第
九
章

「后
妃
選
入
の
制
度
と
問
題
鈷
」
第
十
章

「
后
妃
の
身
上
に
つ
い
て
」。

(
7
)

漢
代
の
後
宮
制
度
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
重
雄

『秦
漠
政
治
制
度
の

研
究
」
(
日
本
拳
術
振
興
舎
、

一
九
八
二
)
第
三
篇
第
三
章

「
漠
代

の
後
宮
」、
毛
侃
埼

「中
園
后
妃
制
度
述
論
」
(
『中
園
人
民
大
拳
拳

報
』
一

九
九

O

六
)
。

(
8
)

谷
口
前
掲
「
漢
代
の
皇
后
権
」
四
七
頁
。

(
9
)

呂
后
の
特
殊
な
個
性
に
つ
い
て
は
、
呂
氏
専
権
に
関
わ

っ
て
で
は

あ
る
が
、
東
前
掲
書
一
一

て
い
る
。

(
日
)
『
日
知
録
」
后

「春
秋
桓
八
年
、
祭
公
来
、
途
逆
王
后
子
紀
。
嚢

十
五
年
、
劉
夏
逆
王
后
子
斉
。
於
固
定
始
構
后
。
」
岡
安
勇
「
「
皇
太

后
」
竣
成
立
以
前
の
王
母
に
つ
い
て
」
(
『史
観
」
一
一

一
一所、

一
九

八
五
)
も
ま
た
、
「
文
献
史
料
・
金
文
史
料
の
い
ず
れ
に
採
っ
て
も

西
周
後
期
ま
で
王
妃

・
王
母
に
封
す
る
稽
競
と
し
て
「
王
后
」

・「
王

太
后
」
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
る
。

(
日
)

例
え
ば
、
「
漠
興
、
呂
蛾
句
矯
高
粗
正
后
、
男
篤
太
子
。
」
(
『史

記
』
外
戚
世
家
)
「
以
日
蔽
女
鴬
帝
后
。
」
(
『史
記
』
巻
九
日
太
后
本

紀
)
な
ど
。
少
帝
呂
皇
后
の
場
合
は
、
後
に
正
統
な
皇
后
と
認
め
ら

れ
て
お
ら
ず
、
特
に
『
漢
書」

は
そ
の
存
在
を
歎
殺
し
て
い
る
の
で
、

考
察
の
針
穏
と
す
る
の
は
不
適
賞
か
も
知
れ
な
い
。

(
ロ
)
二
人
の
少
帝
は
表
向
き
張
皇
后
所
生
と
さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
、

葱
帝
崩
御
の
後
は
張
氏
は
皇
太
后
、
呂
氏
は
太
皇
太
后
と
呼
ば
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
形
跡
は
史
料
よ
り
指
摘
え
な
い
。

皇
后
、
皇
太
后
、
太
皇
太
后
と
い
っ
た
整
然
と
し
た
格
競
が
、
秦
以

来
継
承
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
た
だ
、
文

帝
以
前
に
つ
い
て
は
文
献
史
料
に
限
界
が
あ
り
、
後
考
を
侯
ち
た
い
。

考
古
資
料
と
し
て
は
、

一
九
六
八
年
侠
西
省
成
陽
狼
家
溝
よ
り
「
皇

后
之
璽
」
と
彫
ら
れ
た
玉
印
が
出
土
し
た
が
、
秦
波
「
西
渓
皇
后
玉

璽
和
甘
露
二
年
方
銅
燈
的
愛
現
」
(
『文
物
」

一
九
七
三
|
五
)
は、

「自
后
陵
努
便
殿
内
的
供
祭
之
物
」
と
し
、
楊
鴻
年
「
我
封
呂
后
玉

璽
的
一
黙
看
法
」
(
『考
古
輿
文
物
』
一

九
八

一
-
|
六
)
は
、
「
日
后

棺
内
的
殉
葬
東
西
」
、
つ
ま
り
呂
后
が
貧
際
に
日
常
細
川
び
て

い
た
印

一
頁
、
前
掲
下
倉
論
文
注
四
一
も
指
摘
し
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で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
王
人
聴
「
論
成
陽
出
土
「
皇
后
之
璽
」

的
年
代
」
(
『香
港
中
文
大
挙
中
園
文
化
研
究
所
与
報
』
一

五、

一
九

八
四
)
は
、
こ
の
玉
璽
を
巴
后
の
璽
と
す
る
考
古
撃
的
な
設
撤
は
な

い
と
し
、
玉
璽
印
文
の
書
法
風
格
よ
り
玉
璽
年
代
の
上
限
を
文
景
時

期
、
下
限
を
武
帝
期
前
後
と
す
る
。

(
日
)
渓
代
の
皇
后
知
立
儀
躍
は

『績
漢
書
』
雄
儀
志
が
記
さ
ず
、
劉
昭

リ
庄
が
奈
質
の
「
立
宋
皇
后
儀
」
を
補
う
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
擦
れ

ば
そ
の
儀
躍
は
皇
后
璽
綬
の
授
奥
が
中
心
と
な
る
。
皇
后
が
臨
脱
さ
れ

る
場
合
に
そ
の
璽
綬
を
回
収
す
る
こ
と
は
、
武
帝
陳
皇
后
の
廃
立
の

際
に
す
で
に
見
え
る
。

(
M
)

前
掲
鎌
田
「
漢
代
の
後
宮
」
五
四
八
頁
。

(
江川
)

前
掲
鎌
田
「
漠
代
の
後
宮
」
五
五
O
|
五
五
一
頁
。

(
凶
)
し
か
し
『
綴
漢
書
』
穫
儀
志
中
注
引
禁
質
「
立
宋
皇
后
儀
」
に
は
、

「
女
史
授
健
仔
、
健
仔
長
脆
受
、
以
授
昭
儀
、
昭
儀
受
、
長
脆
以
帯

皇
后
」
と
あ
り
、
億
仔
や
昭
儀
が
見
え
る
の
で
、
霊
帝
期
に
は
再
び

置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

(
口
)
前
漢
の
皇
后
の
多
く
が
卑
賎
の
出
身
で
あ
る
こ
と
は
、
趨
翼
『
廿

二
史
街
記
』
忠
信
三

「
漠
初
妃
后
多
出
卑
賎
」
。
後
漢
の
皇
后
に
家
柄

が
重
視
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
掲
渡
透
「
後
漢
圏
{
永
の
支
配
と
儒
教
』

二
八
三
|
二
八
六
頁
、
孟
華
「
浅
議
商
漠
皇
室
婚
姻
的
愛
遜
」

(『西

北
大
同
学
祭
報

(
哲
皐
枇
曾
科
皐
版
)
』
コ
二
|
て
二
O
O
一
)
九

九
頁。

(
国
)

前
掲
鎌
田
「
渓
代
の
後
宮
」
五
五
四
頁
。

(
日
)
た
と
え
ば
、

『漢
書
』
巻
八
O
「宣
元
六
王
侍
」
に
は
、
哀
帝
期

に
東
卒
王
の
「
后
謁
」
が
棄
市
さ
れ
た
記
事
が
見
え
る
。

(
初
)
『
後
漢
書
』
列
傍
九
歌
賀
市
博
「
賓
女
弟
篤
清
河
孝
王
妃
」
。

(
幻
)
光
武
帝
の
郭
皇
后
は
廃
位
さ
れ
た
の
ち
「
中
山
王
太
后
」
と
呼
ば

れ
、
ま
た
明
帝
の
兄
楚
王
英
の
母
許
氏
は
「
楚
太
后
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
皇
帝
の
委
委
が
所
生
の
白
王
子
封
王
の
結

果
「
太
后
」
の
競
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
諸
侯
王
妃
が
夫
の
死
後

「王
太
妃
」
を
稽
す
る
の
と
は
直
別
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
順
帝
漢
安
中
、
浦
王
の
祖
母
「
太
夫
人
周
」
に

「
妃
」
の
印
綬
を
贈

っ
た
事
例
(
『後
漢
書
』
列
傍
三
二
光
武
十
王

侍
)
が
見
え
、
あ
る
い
は
嫡
妻
で
な
か
っ
た
た
め
「
妃
」
を
稽
し
得

な
か
っ
た
女
性
に
「
妃
」
競
を
追
贈
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
も

か
く
、
「
妃
」
が
諸
侯
王
妻
妾
の
最
高
位
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(n
)
『白
虎
遁
』
の
テ
キ
ス
ト
は
陳
立

『白
虎
通
疏
琵
』
の
准
南
書
局

本
を
用
い
た
。

(
お
)

隼
競
問
題
の
詳
し
い
経
過
は
制
稿
「
前
漠
後
字
期
に
お
け
る
儒
家

種
制
の
受
容
||
漢
的
停
統
と
の
封
立
と
皇
帝
観
の
鎖
反
貌
|
|
」

(
歴
史
と
方
法
編
集
委
員
曾
編
『
歴
史
と
方
法
3

方
法
と
し
て
の

丸
山
真
男
』
青
木
書
庖
、
一
九
九
八
)
参
照
。

(
弘
)
前
掲
谷
口
「
漢
代
の
皇
后
権
」
四
三
頁
。

(
お
)
「
後
漢
書
』
皇
后
紀
・
霊
恩
何
皇
后
の
僚
に
、
「
董
太
后
自
養
協
、

抜
目
撃
侯
」
と
あ
る
。

(
お
)
桓
帝
の
母
匿
氏
は
、
本
初
元
(
一
四
六
)
年
十
月
に
孝
崇
博
国
費

人
と
な
り
、
和
平
元
(
一
五
O
)
年
二
月
梁
太
后
(
順
帝
梁
皇
后
)

が
崩
ず
る
と
、
そ
の
五
月
に
孝
崇
皇
后
と
さ
れ
た
。

『後
漢
書
』
皇

后
紀
下
に
、
「
宮
目
、
水
…
楽
、
置
太
僕

・
少
府
以
下
、
皆
如
長
楽
{呂故

事
」
と
あ
り
、
長
柴
宮
は
注
引
『
漢
官
儀
』
に
「
帝
母
稀
長
柴
宮
」
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と
言
う
よ
う
に
、
皇
太
后
の
こ
と
。
骨
畢
競
は
「
皇
后
」
だ
が
、
扱
い

は
「
皇
太
后
」
に
等
し
か
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
匿
氏

や
董
氏
の
よ
う
に
、
生
前
に
「
皇
后
」
の
箪
競
を
授
奥
さ
れ
た
事
例

も
、
正
競
皇
后
と
の
封
比
の
上
で
、
ひ
と
ま
ず
「
追
隼
」
の
事
例
と

同
様
に
扱
う
。
な
お
、
追
隼
皇
后
に
つ
い
て
は
前
掲
藤
川
「
后
妃
の

身
上
に
つ
い
て
」
四
六
二
|
七

O
頁
参
照
。

(
幻
)
追
寧
皇
后
は
、
例
え
ば
「
敬
陰
后
」
や
「
恭
懐
后
」
の
よ
う
に
書

か
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
『
績
漢
書
」
祭
紀
志
下
に
「
和
帝
逗
曾
査
ハ

母
梁
貴
人
日
恭
懐
皇
后
、
陵
日
西
陵
。
以
貨
后
配
食
章
帝
、
恭
懐
后

別
就
陵
寝
祭
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
后
」
と
あ
る
の
は
「
皇
后
」

の
略
稀
で
あ
る
。

(
お
)
郊
紀
制
度
の
愛
護
に
つ
い

て
は
、
金
子
修
一

『古
代
中
園
と
皇
帝

祭
紀
』
(
汲
古
書
院
、
二

O
O
こ
、
小
島
毅

「郊
杷
制
度
の
愛
遜
」

(
『東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一

O
八
伽
、

一
九
八
九
)
、
前
掲
拙

稿

「前
漢
後
字
期
に
お
け
る
儒
家
種
制
の
受
容
」
次
岳
…
。

(
m
U
)

前
掲
小
島
「
郊
杷
制
度
の
愛
護
」

一
九
八
頁
。

(
ぬ
)
前
掲
小
島
「
郊
杷
制
度
の
愛
濯
」

一
一
一
一
九
一
四
O
頁。

(
お
)
『
儀
櫨
』
喪
服
・
子
夏
傍
「
父
子
一
健
也
、
夫
妻
一
億
也
、
見
弟

一
髄
也
。
故
父
子
首
足
也
、
夫
妻
併
合
也
、
昆
弟
四
億
也
」
。

喪
服
の
停
は
、
前
漠
末
か
ら
後
漢
初
期
に
は
『
服
惇
』
と
し
て

経

・
記
と
は
別
行
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
す
で
に
経

・
記
と
同
様
か
、

も
し
く
は
そ
れ
ら
に
準
ず
る
扱
い
を
受
け
て
い
た
の
は
間
違
い
な
く
、

本
稿
で
は
現
行
本
に
従
っ
て

『儀
種
』
と
表
記
す
る
。
詳
し
く
は

『武
威
漠
筒
』
(
文
物
出
版
社
、
一
九
六
四
)
の
陳
夢
家
に
よ
る

「
絞
論
」
、
沈
文
俸
「
漠
筒

《
服
傍
》
考
」
〈上
・
下
〉
(
『文
史
』
二

四
・
二
五
、
一
九
八
五
)
参
照
。

(
ロ
)
『
儀
穫
』
を
天
子
に
も
適
用
し
て
い
く
こ
と
か
ら
生
じ
る
問
題
に

つ
い
て
は
、
別
に
論
じ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。
今
文
『
穂
経
』
の
限
界
性
に
つ
い
て
は
王
孫
法

『西
漢
経
附
晶
子
源

流
』
(
東
大
圏
書
公
司
、
一

九
九
四
)
も
指
摘
し
て
い
る
。

(
お
)
『
後
漢
書
』
皇
后
紀
下
注
引

『禁
凶
邑
集
』
議
議
、
「
漢
世
母
氏
鉦
…

議
、
子
至
明
帝
始
建
光
烈
之
橋
、
是
後
勝
因
帝
競
加
之
以
徳
、
上
下

優
劣
、
混
而
震
て
逢
種
「
大
行
受
大
名
、
小
行
受
小
名
」
之
制
。

『益
法
』
、
「
有
功
安
人
目
喜
…」。
帝
后
一
億
、
種
亦
宜
同
。
大
行
皇

太
后
詮
宣
魚
和
喜
…
」
。

(
弘
)
楊
樹
達

『漢
代
婚
葬
種
俗
考
」
(
商
務
印
書
館
、
一
九
三
三
、
そ

の
後
上
海
古
籍
出
版
枇
よ
り
、
二

O
O
O年
再
刊
)
第
一
章
第
二
節
。

銭
玄

『三
種
通
論
』
(
南
京
師
範
大
挙
出
版
社
、
一
九
九
六
)
五
七

六
頁
。
蘇
泳

・
貌
林

『中
国
婚
姻
史
』
(
文
津
出
版
社
、
一
九
九
四
)

第
二
章
第
二
節
。

(
お
)
テ
キ
ス
ト
は
、
皮
錫
瑞

『駁
五
経
異
議
疏
誼
』
に
擦
る
。
天
子
親

迎
議
論
に
つ
い
て
は
日
原
利
園
『
漢
代
思
想
の
研
究
』
(
研
文
出
版
、

一
九
八
六
)
「二
一
「
白
虎
通
義
」
研
究
緒
論
|
|
と
く
に
種
制
を

中
心
と
し
て
|
|
」
(
原
載
『
日
本
中
園
皐
曾
報
』
一
四
、
一
九
六

一
一
)
に
も
胸
れ
る
。
二
七
四
|
五
頁
。

(お
)
今
古
文
撃
の
針
立
に
つ
い
て
は
、
演
久
雄
「
中
図
経
肇
史
に
お
け

る
今
古
文
撃
の
思
想
針
立
」
(
『東
洋
研
究
』
一
一

一
九
、
一
九
九
八
)

の
整
理
が
詳
し
い
。

(
幻
)

『左
停
』
桓
公
八
年
経
・
正
義
「
文
王
之
迎
大
似
、
身
魚
公
子
、

迎
在
段
世
、
未
不
可
嫁
此
以
篤
天
子
種
也
。
孔
子
之
封
哀
公
、
自
論
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魯
図
之
法
。
魯
周
公
之
後
、
得
郊
杷
上
帝
、
故
以
先
聖
天
地
矯
言
耳
、

其
意
非
説
天
子
種
也
。
且
鄭
玄
注
種
、
自
以
先
聖
鴛
周
公
、
及
駁
異

議
則
以
矯
天
子
、
二
三
一其
説
、
自
無
定
失
。
」

(
お
)
前
掲
揚

『漢
代
婚
葬
趨
俗
考
』
は
、
王
芥
の
女
平
帝
王
皇
后
の
鴨

后
に
際
し
、
「
奉
釆
興
法
駕
」
(
外
戚
傍
)
と
あ
る
の
は
親
迎
を
言
う

と
す
る
(
上
海
古
籍
版
一
一

一頁
)
が
、
賓
際
に
卒
帝
が
親
迎
し
た
か

と
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

(
ぬ
)

『五
経
異
義
」
の
成
立
年
代
は
明
文
が
存
し
な
い
が
、

『説
文
解

字
』
の
成
立
は
「
後
絞
」
に
よ
れ
ば
永
元
二
一
(
一

O
O
)
年
で
あ

り、

『説
文
』
段
注
は

『異
義
』
が

『説
文
』
に
先
立
っ
て
成
立
し

た
と
考
謹
し
て
お
り
、
こ
れ
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
許
慣
に
つ
い

て
は
白
川
静

『説
文
新
義
」
巻
十
五
(
再
版
、
白
鶴
美
術
館
、
一
九

七
六
)
。
た
だ
張
震
津

『許
恨
年
譜
』
(
遼
寧
大
祭
出
版
枇
、
一
九
八

六
)
は
『
異
義
』
の
成
立
を
安
帝
、
水
初
五
(
一
一
一
)
年
に
繋
年
し
、

十
年
程
隔
た

っ
て
い
る
。

(
紛
)

池
田
秀
三

「
『白
虎
通
義
』
と
後
漢
の
肇
術
」
(
小
南
一
郎
編

『中

図
古
代
礎
制
研
究
』
京
都
大
肇
人
文
科
向
学
研
究
所
、
一
九
九
五
)
は
、

許
恨
の

「五
経
異
議
』
は
首
時
の
「
図
憲
」
と
も
言
う
べ
き

『白
虎

通
」
に
釘
す
る
、
古
文
説
に
嫁
っ
た
公
然
た
る
反
論
で
あ
る
と
い
う
。

(
引
)

幣
后
儀
櫨
に
つ
い
て
は
前
掲
藤
川
「
后
妃
選
入
の
制
度
と
問
題

黙
」
四

一
一
一
|
六
頁
。

(
位
)

『
駁
異
義
』
の
著
作
年
代
も
ま
た
明
文
が
な
い
。
大
川
前
掲

『一一一

家
詩
よ
り
見
た
鄭
玄
の
詩
経
撃
』
附
録
「
郷
玄
年
譜
」
は
、
陶
方
埼

「許
君
年
表
孜
」
に
依
綴
し
、
郷
玄
三
十
歳
前
後
の
作
と
す
る
が
、

藤
堂
明
保
「
鄭
玄
研
究
」
(
蜂
屋
邦
夫
編

『儀
種
士
昏
疏
』
汲
古
書

院、

一
九
八
六
)
は、

三
種
注
執
筆
時
代
の
末
期
、
鄭
玄
五
十
歳
こ

ろ
の
作
と
す
る
。
し
か
し

『駁
異
義
』
と
三
種
注
と
が
ほ
ぼ
同
時
期

の
も
の
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
前
掲
註
(
村
山
)
『左
傍
』
桓
公
八
年
正

義
に
批
判
さ
れ
る
「
趨
記
注
』
と

「駁
異
義
』
の
解
稼
の
不
一
致
な

ど
は
、
説
明
し
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
初
期
の
鄭
玄
は
今
古
文
折

衷
と
は
い

っ
て
も
比
較
的
今
文
撃
に
重
黙
を
置
き
、
中
後
期
以
後
古

文
率
重
視
に
特
換
し
た
と
さ
れ
る

(池
田
秀
三

「
緯
書
鄭
氏
同
学
研
究

序
説
」

『哲
皐
研
究
』
五
四
八
、

一
九
八
三
)
。『
駁
異
義
』
は
今
文

説
に
輿
す
る
こ
と
が
多
く
、
初
期
の
著
作
に
属
す
る
よ
う
に
思
う
。

(
必
)
異
義
、
安
母
之
子
第
君
、
得
寧
其
母
篤
夫
人
不
。
春
秋
公
羊
説
、

安
子
立
鴛
君
、
母
得
橋
夫
人
、
故
上
堂
稽
妾
、
屈
於
嫡
、
下
堂
稽
夫

人
、
愈
行
図
家
。
父
母
者
子
之
天
也
。
子
不
得
爵
命
父
母
、
則
士
庶

起
篤
人
君
、
母
亦
不
得
夫
人
。
至
於
妾
子
篤
君
、
画
凶
其
母
者
、
以
妾

本
接
事
隼
者
有
所
因
也
。
穀
梁
説
、
魯
信
公
立
、
妾
母
成
風
筋
夫
人

入
宗
廟
、
固
定
子
而
爵
母
也
、
以
妾
骨
同
委
非
雄
也
。
古
春
秋
左
氏
説
、

成
風
得
立
篤
夫
人
、
母
以
子
貴
、
謹
也
。
(
「
通
典
』
巻
七
二
等
引
)

(
仏
)

謹
案
、
向
書
、
舜
鴬
天
子
、
瞥
腹
矯
士
。
明
於
匹
庶
者
、
子
不
得

爵
父
母
也
。
至
於
魯
億
八
ム
、
本
妾
子
、
第
母
成
風
矯
小
君
、
経
鉦
…議

文
。
公
羊
・
左
氏
義
是
也
。

(
必
)
原
文
は

「以
柏
村
傍
重
故
也
」
だ
が
、
基
づ
く
と
こ
ろ
の

『儀
櫨
』

喪
服
が
「
以
絡
所
停
重
故
也
」
と
あ
る
の
で
こ
の
よ
う
に
讃
ん
だ
。

(
必
)
た
だ
し

『白
虎
通
』
の
議
論
は
夫
が
生
存
中
に
夫
人
が
死
ん
だ
場

合
で
あ
り
、
生
母
の
這
隼
議
論
で
は
な
い
。

(
灯
)
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀

・
建
武
中
元
元
年
各
十
月
候

甲
申
、
使
司
杢
告
綱
吉
岡
廟
目
、
「
高
皇
帝
輿
群
臣
約
、
非
劉
氏
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不
王
。
呂
太
后
賊
害
三
越
、
専
王
巴
氏
、
頼
枇
稜
之
霊
、
様

・

産
伏
妹
、
天
命
幾
墜
、
危
朝
更
安
。
呂
太
后
不
{
且
配
食
高
廟
、

同
跳
至
象
。
薄
太
后
母
徳
慈
仁
、
孝
文
皇
帝
賢
明
臨
図
、
子
孫

頼
一服
、
延
砕
至
今
。
其
上
薄
太
后
寧
競
日
高
皇
后
、
配
食
地
紙
。

遜
巴
太
后
廟
主
子
園
、
四
時
上
祭
」
。

(
将
)

こ
の
他
、
安
帝
の
生
母
左
氏
が
「
孝
徳
皇
后
」
、
祖
母
の
章
帝
宋

貴
人
が

「敬
隠
皇
后
」
、
順
帝
の
生
母
李
{呂人
が
「
恭
懸
皇
后
」
、
桓

帝
の
粗
母
遡
氏
が
「
孝
穆
皇
后
」
、
霊
帝
の
祖
母
夏
氏
が
「
孝
元
皇

后
」
、
献
帝
の
生
母
王
美
人
が
「
霊
懐
皇
后
」
を
迫
骨
帯
さ
れ
て
い
る
。

(ω)
『通
典
』
巻
六
七
「
皇
后
敬
父
母
」
。
こ
の
議
論
に
つ
い
て
は、

藤
川
正
数

『貌
耳
目
時
代
に
お
け
る
喪
服
植
の
研
究
』
(
敬
文
社
、

一

九
六
O
)
徐
論
第
一
章

「三

皇

后
敬
父
穫
を
め
ぐ
る
論
争
」
(
四

O
二
|
六
頁
)
参
照
。

(
日
)
『
鄭
婆
』
の
著
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
黛
禁
が
解
か
れ
た
霊
帝
中

卒
元
(
一
八
四
)
年
(
鄭
玄
五
十
八
歳
)
以
後
で
あ
る
こ
と
は
動
か

な
い
で
あ
ろ
う
。
王
利
器

『鄭
康
成
年
譜
」
(
斉
魯
書
枇
、
一

九
八

一一一)。

(
日
)
こ
こ
で
言
う
后
妃
と
は
、
大
序
の
孔
疏
に
、
「
天
子
の
妻
は
唯
だ

后
と
稽
す
る
の
み
、
妃
は
則
ち
上
下
の
通
名
、
故
に
妃
を
以
て
后
に

配
し
て
之
を
一一百
う
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
后
・
妃
の
二
人
、
あ
る
い

は
そ
れ
に
よ

っ
て
代
表
さ
れ
た
宮
女
た
ち
で
は
な
く
、
本
稿
で
こ
れ

ま
で
遮
べ
て
き
た
天
子
の
正
妻
で
あ
る
「
后
」

一
人
を
指
し
て
い
る
。

(
臼
)

前
掲
註

(
5
)
参
照
。

(
臼
)

今
文
三
家
詩
の
遺
説
に
つ
い
て
は
王
先
謙

「詩
三
家
義
集
疏
」
に

綴
っ
た
。
た
だ
し
、

三
{永
詩
遺
説
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で

選
説
の
収
集
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
波
透
末
五
口
「
「
先

儒
の
三
家
詩
遺
説
分
類
」
批
判
」
(
『東
洋
撃
報
』
一
一
六
|
二
、

一
九

三
九
)。

(M
)

戚
琳

『経
義
雑
記
』
は
、
本
来

『毛
詩
』
は
「
好
仇
」
に
作
っ
て

い
た
の
を
、
後
人
が
「
好
逮
」
に
改
め
た
と
す
る
が
、
院
元

『毛
詩

注
疏
校
勘
記
』
は
そ
れ
を
非
と
す
る
。

(
日
)
塗
土
名
朝
邦
「
鄭
玄
の
詩
経
解
穫
祭
」
(
『中
園
哲
撃
論
集
』
六、

一
九
八

一
)
二
五
頁
。

(
日
)
今
本
は
逮
に
つ
く
る
が
、

王
先
謙

『
詩
三
家
義
集
疏
』
は
、
後
人

の
改
作
で
、
本
来
は
仇
に
作
る
と
す
る
。
な
お

『列
女
傍
』
に
引
く

『詩
』
が
魯
詩
説
で
あ
る
と
す
る
定
設
に
封
し
て
は
、
下
見
隆
雄

『劉
向
「
列
女
倖
」
の
研
究
』
(
東
海
大
撃
出
版
曾
、

一
九
八
九
)

「第
三
章

『

列
女
芝

と

一一一
{
ゑ
詩
の
開
係
に

つ
い
て
1

1

『列
女

停
」
魯
詩
設
へ
の
疑
義
|

|
」
の
批
剣
が
あ
る
。

(
幻
)
馬
瑞
辰

『毛
詩
傍
築
通
穆
』
は
、

后
妃
求
賢
之
説
、
始
於

『鄭
婆
』
誤
曾
「
詩
序
」
憂
在
進
賢

一

語
篤
后
妃
求
賢
。
不
知
「
序
」
所
謂
進
賢
者
、
亦
進
后
妃
之
賢

耳
。
『
孔
疏
』
不
惰
「
序
」
及

『毛
傍
』
輿

『築
」
異
義
、
概

以
后
妃
求
賢
調
停
之
、
誤
失
。

と
、
后
妃
が
君
子
の
た
め
に
賢
女
を
求
め
る
と
の
設
は

『鄭
築
』
が

最
初
で
あ
る
と
指
摘
す
る
が
、
皮
錫
瑞

『経
鼠
干
通
論
」

二
詩
経
は、

序
一
言
口
町
長
在
進
賢
、

則
巳
有
后
妃
求
賢
女
之
意
、
『鄭
婆
」
逐
以

局
后
妃
籍
{株
求
賢
女
、
主
ハ
義
亦
本
於
三
家
詩
。『
列
女
』
湯
妃

有
婆
傍
引
詩
一玄
、
窃
宛
淑
女
、
君
子
好
逮
、
言
賢
女
能
矯
君
子

和
好
衆
姿
。『
詩
推
度
災
』
目
、
開
雌
有
原
葉
得
賢
妃
正
八
回
畑
、
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是
魯
融問
詩
己
侃
ハ

『削州議
」
意
向
。

と
す
る
。
し
か
し
引
用
の
例
は
ど
ち
ら
も
后
妃
と
淑
女
が
別
人
で
あ

る
こ
と
を
設
す
る
も
の
で
は
な
い
。
王
先
謙

『詩
三
家
義
集
疏
』
も

「
皆
以
淑
女
篤
即
聖
配
、
不
分
「
后
妃
」

・
「
淑
女
」
第
二
人
。
」
と

遮
べ
る
よ
う
に
、
現
存
す
る
三
家
詩
の
遺
説
に
后
妃
求
賢
女
の
読
は

見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

(
お
)

前
掲
大
川

『一て
家
詩
よ
り
見
た
鄭
玄
の
詩
経
向学
」。

ま
た
加
賀
英

治
「
中
園
古
典
解
稗
史
貌
耳
目
篇
』
(
頚
草
書
房
、
一

九
六
四
)
も

第
二
章
第
三
飾
「
鄭
玄
は
・
注
を
作

っ
た
「
易
」

・
「奮」

・
「詩」

の
三
経
の
う
ち
、
躍
と
結
ぶ
こ
と
に
お
い
て
は
、
「
毛
詩
築
」
が
も

っ
と
も
多
」

(
一
七

一
頁
)
い
と
す
る
。

(印
)

前
掲
鎌
問
「
漢
代
の
後
宮
」
。

(
印
)

劉
向
が

『列
女
僻
」
を
著
し
た
事
情
は
、

『漢
書
』
巻
三
六
劉
向

停
に
、
「
(劉
)
向
路
俗
嫡
高
官
淫
、
而
越
・
術
之
属
起
微
賎
、
除
穆
制
。

向
以
雷
同
王
敬
白
内
及
外
、
自
近
者
始
。
故
採
取
詩
書
所
載
賢
妃
貞
婦
、

興
悶
瀕
家
司
法
則
、
及
協
ヰ
鵬
首
乱
亡
者
、
序
次
第
列
女
加
問
、
凡
人
筒
、

以
戒
天
子
」
と
あ
る
。

(
臼
)

前
掲
透
土
名
「
鄭
玄
の
詩
経
解
務
皐
」
も
、
「
魯
詩
説
を
採
用
し

た
の
は
、
や
は
り
三
夫
人
九
績
の
衆
妾
の
制
度
に
言
及
し
た
か

っ
た

た
め
で
あ
る
こ
と
が
こ
こ
に
お
い
て
納
得
で
き
る
。
」
(
二
五
頁
)
と

す
る
。

(
臼
)

「
朝
」
と
「
市
」
を
陰
陽
の
構
造
で
と
ら
え
る
の
は
、
上
回
早
苗

「
中
園
古
代
の
都
市
」
(
藤
岡
謙
二
郎
ほ
か
編

『講
座
考
古
地
理
門
学
』

二

古
代
都
市
、
目
晶
子
生
祉
、

一
九
八
一
二
)
二
四
六
頁
。
ま
た
一崎
山
敏

男
「
『周
種
』
考
工
記
の
「
面
朝
後
市
」
の
説
」
(
橿
原
考
古
島
ナ
研
究

所
編

『橿
原
考
古
撃
研
究
所
論
集
』
第
七
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八

五
)
参
照
。

(
臼
)

今
文
三
家
詩
は
、
刺
詩
と
す
る
も
の
も
含
め
て
、
全
て
周
王
と
そ

の
后
の
歌
と
解
し
て
い
る
。

(
似
)

馬
王
堆
漠
墓
出
土
の
申
巾
書

『五
行
篇
』
は
附
惟
の
第
三
章
「
求
之

不
得
、
寝
篠
恩
服
、
悠
哉
悠
哉
、
級
称
反
側
」
を
引
い
て
「
固
い
色
」

の
詩
、
つ
ま
り
男
性
が
女
性
を
思
う
詩
と
解
務
し
て
お
り
、
前
渓
最

初
期
に
は
ま
だ
后
妃
の
歌
と
す
る
解
務
が
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
一
不
す
。
腕
僕

「竹
吊

《
五
行
》
縞
校
注
及
研
究
』
(
蔦
春
桜
固

書
有
限
公
司
、
二

O
O
O
)
二
五
及
び
八
二
頁
、
池
田
知
久

『馬
王

堆
渓
墓由
巾訟
百
五
行
篇
研
究
』
(
汲
古
書
院
、
一
九
九
三一)
五
三
三
|

五
四
三
頁
。

清

-
方
玉
潤

『詩
経
原
始
』
は
、
闘
唯
を
文
王
と
太
似
に
繋
げ
る

の
を
批
判
し
、
民
間
の
祝
婚
歌
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た

M
・
グ
ラ
、
不
、

内
田
智
雄
誇

『中
間
古
代
の
祭
曜
と
歌
務
』
(
東
洋
文
庫
、

一
九
八

九
)
で
は
民
間
の
懲
愛
歌
と
す
る
。
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ＡGOOD MATE FOR THE SON OF ＨＥＡＶＥＮ：

　　　　

CONFUCIAN THEORIES OF THE

　　　　　　　

EMPRESS IN THE HAN

HOSHINA Sueko

　　

The Han dynasty empress 皇后, as the legitimate wife 嫡妻of the emperor,

ｅχistedas one with the emperor. This fact has heretofore been taken as a given

and has not received sufficientexamination. This study considers when the posi-

tion of the empress was established as the legitimate wife of the emperor within

the imperial system and changes in the Confucian views of the empress･

　　

Actually, the S佃･f史記makes absolutely no reference to the empress of the

united Chin and this is thought to be due the fact that the individual authority of

the empress had yet to be fuUy recognized in early Han times. The ｅχistenceof

the empress as ａ counterpart of the emperor, her authority was clearlylocated

within the system of imperial rule, only after ranks were instituted ｍ the Inner

Palace後宮ｍ second half of the reign of emperor Wu. The legitimate wives of

Feudatory Princes諸侯王who were called Wanghou 王后in the early Han, but in

the later Han they were reduced to the status of Wangfei 王妃, and the titleHou

后was monopolized by ａ single empress called Wanghou, and the Baihｕtｏｎｇ白虎

通declared the emperor and empress m unity. Only at this point did the empress

attain the position of legitimate wife of the son of heaven, who appeared in the

classicsas Hou 后.

　　

The trends in the establishment of the authority of the empress paralleledthe

formation of binary yin-yang ritualsystem, and when the Han emperor was placed

with the binary worldview of yin-yang, sun-moon, heaven-earth, the existence of

the empress as“ａwife at one with”and counterpart of the emperor became indis-

pensable. However, the establishment of the authority of the empress generated

the contradiction of“ａwife who was ａ match for the emperor who had no peer in

the world.”In the discourse of the Wujing Yiyi五経異義on the son of heaven

himself going out and welcoming ａ wife, Xu Shen 許價had judged that the son of

heaven should not go out and welcome ａ wife on the grounds of the supremacy of

imperial dignity, but after emperor He 和, the birthmother and grandmother of the

emperor were given additional honors (posthumously awarded the titleempress)

and the authority of the empress was incorporated into the trend of relativistic

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－j－



dualities.In these circumstances, Zheng Xuan 鄭玄i hisＭａｏｓhi　ｚｈｅｎｇjian毛詩

鄭能ｍａｄｅ what might be termed ａ forced interpretation Guan Ju's 開唯verse,

attempting to elevate the conception of the empress to a higher level, not merely

the legitimate wife of an individual emperor, but as an ｅχjstenceof one who gov-

emed the realm of yin and as ａ counterpart to the emperor who embodied yang･

THE SONGSHU 宋書AND THE POLITICS OF THE LIU-SONG

　　　　　　　　　　　　　

Kawai Yasushi

　　

The chief characteristics of the political history of the Liu-Song Dynasty are

generally taken to be the strengthening of the power of the emperor and the re-

lated nse of men of humble birth known as hanmen家門ｏｒ　ｈａｎｍｎ寒人. In other

words, an image has been created of imperial authority aimed at building a

monopoly on power by means of appointment of the hanmen/hanren ｍ opposition

to the aristocratic factions that had held power ever since the Eastern Jin. This

picture conforms to the view of Shen Yue 沈約, the compiler of the Ｓｏｎｅｓｈｕ,but

it would probably be inappropriate to understand it as objectively reflecting the

reality of the times.

　　

From this point of view, this study first examines the characteristic of the

political history found throughout the descriptions of Shen Yue ｍ the Ｓｏｎｓｓｋｗ.

And given the point of view critical of the emperor's exercise of arbitrary author-

ity, makes clear that ｍ the　Ｓｏｎｓｓｈｕthere was ａ tendency to over-emphasis the

power of the emperor and the favored hanren. Moreover, it addresses the main

studies concerned with Liu-Song political history, and points out the problem that

the description corresponds perfectly to that of Shen Yue, particularly as regards

the description following emperor Xiao Wu 孝武(r. 453-464). Furthermore, in

seeking to discover ａ clue to the solution of this problem, it considers the political

history of the period of Qianfei-di 前慶帝(464-65). That which caused the political

instability in the period of the Qianfei-di was the unstable authority of the emperor

and the tendency for ceaseless repetition of factional infighting among government

bureaucrats. The Ｓｏｎｇｓh.Ｍ explained the cause of this political instability by chart-

ing a vision of the emperor and the favored hanren versus the aristocracy, howev-

er it would be difficultto claim that such ａ vision objectively depicted the real cir-

cumstances. The authority of the emperor and the bureaucratic class (including

aristocrats, hanmen, and those originally of hanren status) were instead broadly
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